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１ 

                                  

はは  じじ  めめ  にに  
 
 

 いちき串木野市教育委員会は、国、県の第４期教育振興基

本計画を参酌して、令和７年２月に「第４期 いちき串木野市

教育振興基本計画」を策定しました。 

 この計画では、基本理念に『「認め」「支え」「学び」と

もに未来を創る人づくり』を掲げ、「多様な人々を認め、協

働して支え合い、自ら学び、考え、行動する力を備えた児童

生徒」、「伝統と文化を尊重し、互いの人格を認め、支え合い、

生涯にわたって様々な活動や学習に取り組み、自己実現を目

指す市民」の育成を目指すとともに、その実現に向け今後５

年間に取り組む施策の方向性を示し、それに基づく内容を体

系化しました。 
 重点施策は、この基本理念の実現に向けて、令和８年度に

取り組む施策や事業を示しています。本市教育の充実と発展

を目指して、これらの施策や事業を積極的に推進します。 
 その推進に当たっては、いちき串木野市の豊かな自然と教

育的な伝統・風土を生かして､学校､家庭､地域､企業、大学等

との連携を図りながら、「生きる力」を備えた児童生徒及び生

涯にわたって学び続ける市民の育成に努めてまいります。 
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２ 
 

基本理念と施策の関連図 
 

将来を見据えた教育の姿 

《《基基本本理理念念》》        「「認認めめ」」「「支支ええ」」「「学学びび」」ととももにに未未来来をを創創るる人人づづくくりり  
 

基本目標（目指す姿） 

１ 多様な人々を認め、協働して支え合い、自ら学び、考え、行動する力を備えた 

児童生徒 

２ 伝統と文化を尊重し、互いの人格を認め、支え合い、生涯にわたって様々な活 

動や学習に取り組み、自己実現を目指す市民 

 

 

 

 

 

 

今今後後５５年年間間にに取取りり組組むむ施施策策（（令令和和７７～～1111 年年度度））  

     《《本本市市教教育育のの取取組組ににおおけけるる視視点点》》  

   １ 時代を超えて変わらない価値のあるものの尊重 

２ 社会の変化を乗り越え、未来の社会の創り手となる資質・能力の育成 

３ 生涯を通じて一人一人が幸せや生きがいを感じることのできる教育環境づくり 

   ４ 学校・家庭・地域・企業・大学等の積極的な連携・協働 

   ５ 郷土の教育的な伝統や風土の活用と未来への継承 

   ６ 教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 

 

《《本本市市教教育育施施策策のの方方向向性性》》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅠⅠ おお 互互 いい のの 人人 格格 をを  

尊尊重重しし、、豊豊かかなな心心とと

健健ややかかなな体体をを育育むむ

教教育育のの推推進進  

 

 

①道徳教育の充実 

②生徒指導の充実 

③人権教育の充実 

④体験活動の充実 

⑤子供の読書活動の

推進 

⑥文化芸術活動の推 

進 

⑦食育の推進 

⑧体力・運動能力の向

上 

⑨健康教育の充実 

ⅡⅡ未未来来のの社社会会のの創創りり

手手ととななるる資資質質・・能能力力

をを伸伸ばばしし、、社社会会でで自自

立立すするる力力をを育育むむ教教

育育のの推推進進  

 

①確かな学力の定着 

②特別支援教育の推進 

③キャリア教育の推進 

④幼児教育の充実 

⑤郷土教育の推進 

⑥教育の情報化の推進 

⑦国際理解教育の充実 

⑧消費者教育の充実 

⑨主権者教育の充実 

⑩社会の変化に対応 

した教育の推進 

(ア) 環境教育 

(イ) 福祉教育・ボラ

ンティア活動 

ⅢⅢ信信頼頼さされれ、、地地域域とととと

ももににああるる学学校校づづくく

りりのの推推進進  

 

 

 

①開かれた学校づくり 

②学校運営の充実 

③学校における働き方 

方改革の推進 

④小規模校教育の振興 

⑤教職員の資質向上 

⑥安全・安心な学校づ

くり 

⑦教育環境の整備・ 

充実 

 

ⅣⅣ地地域域全全体体でで子子供供をを

守守りり育育ててるる環環境境づづ

くくりりのの推推進進  

 

 

 

①地域を支える次世

代の人づくり 

②地域ぐるみでの安

全・安心な環境づく

り 

③家庭教育支援の充

実 

ⅤⅤ生生涯涯をを通通ししてて学学びび

活活躍躍ででききるる環環境境づづ

くくりりととススポポーーツツ・・文文

化化のの振振興興  

 

 

①生涯学習環境の充実 

②生涯スポーツの推進 

③競技スポーツの推進 

④文化芸術活動の促進

と鑑賞機会の充実 

⑤地域文化の継承・発

と地域づくりの活用 

⑥文化財の保存・活用 
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子どもサミット 

教育講演会 小中音楽発表会 

   人権感覚・思いやり  健康・体力  学力・学習意欲 

《基本理念》 「認め」「支え」「学び」ともに未来を創る人づくり 

①「分かる授業」「できる授業」 

② 思考力・判断力・表現力を伸ば

す授業 

③ 「主体的・対話的で深い学び」

の追究 

④ 個々の能力や可能性を引き出

す指導 

⑤ 授業力向上を図る研修の充実 

① 相互に人権を尊重し合う教育
の充実 

② よりよく生きるための道徳性
の育成 

③ 自己指導能力を育む発達支持
的生徒指導の充実（いじめ・不登
校・問題行動等の未然防止） 

④ あいさつ運動の充実 
⑤ 感性を磨く読書活動の充実 

 
  

① 教科体育の充実と運動の日常
化・生活化 

② 家庭と連携した基本的な生活
習慣の確立と情報モラル教育の
推進 

③ 命を育む健康教育の充実 
④ 命を守る安全教育の充実 
⑤ 健全な食生活の実現を図る食
育の充実 

 

○ 開かれた学校づくり及び社会に開かれた教育課程 
○ 学校運営力を高める管理職研修会 
○ 小規模校教育の振興 
○ 専門性と人間性を高める教職員研修 
○ 学習者主体の学びの充実 
○ 特別支援教育の推進 
○ キャリア教育の推進 
○ 幼児教育の充実 
○ 郷土教育の推進 
○ 社会の変化に対応した教育の推進 
○ 人権教育・道徳教育の充実 
○ 発達支持的生徒指導の充実 
○ 体験活動の充実 
○ 運動好きな子どもの育成 
○ 健康教育の充実 
○ 豊かな学校給食の提供と衛生管理 
○ 栄養教諭と連携した食に関する指導 
○ 食育と地産地消の推進 

【学校教育課】【学校給食センター】 

○ 開かれた教育行政 
○ 安心・安全な学校づくり 
○ 教育環境の整備・充実 
○ 学校再編の検討 
○ 教育予算の計画的・効率的な運用 
○ 教育委員会行政評価 
○ 奨学金制度の利用促進 
○ 市教育振興計画の進行 
○ 学校事務の共同実施 
○ 教職員の健康管理 

【教育総務課】 

○ 生涯学習環境の充実 
○ 地域学校協働活動の推進 
○ 地域ぐるみでの子どもの育成 
○ 家庭の教育力の向上 
○ 社会教育関係団体との連携 
○ 人権教育の充実 
○ 読書活動の充実 
○ 文化芸術活動の充実 
○ 文化財の保護・活用 
○ 生涯スポーツの充実 
○ 競技スポーツの充実  

【社会教育課】【市⺠スポーツ課】 

Ⅰ 教育行政の充実 Ⅱ 学校教育の充実 Ⅲ 社会教育・文化・ 
スポーツの充実 

－3－ 

１１  多多様様なな人人々々をを認認めめ，，協協働働ししてて支支ええ合合いい，，自自らら学学びび，，考考ええ，，行行動動すするる力力をを備備ええたた児児童童生生徒徒  
２２  伝伝統統とと文文化化をを尊尊重重しし，，互互いいのの人人格格をを認認めめ，，支支ええ合合いい，，生生涯涯ににわわたたっってて様様々々なな活活動動やや学学習習にに

取取りり組組みみ，，自自己己実実現現をを目目指指すす市市民民  

基基本本目目標標（（目目指指すす姿姿））  

 取取組組のの柱柱  取取組組のの柱柱  取取組組のの柱柱  
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いい ちち きき 串串 木木 野野 市市 のの 概概 要要  

 

西に白砂青松が続く吹上浜の海岸線を臨み、東に徐福伝説の霊峰冠嶽を控えるいち

き串木野市は、海・山・温泉などの自然と温暖な気候に恵まれた風光明媚な場所に 

位置し、また、３つの駅・２箇所の高速インターなど生活環境と利便性にも恵まれた 

まちです。 

縄文後期に人々が漁労や狩猟をして生活を営み、広い範囲にわたって人と物と情報

の交流をしていたことを示す県指定文化財の市来貝塚や、徐福伝説とともに薩摩にお

ける山岳仏教の中心として発展してきた冠嶽、さらに、江戸時代の陸上交通において

九州筋の宿場として、また海上輸送の中心地として物資等の集散地となり、宿場町と

商業の地として栄える一方、金鉱業と遠洋まぐろ漁業のまちとして栄えてきたという、

これまでに累々と積み重ねられた歴史と、そこから生まれた文化があります。 

また、わがまちは、1865 年、薩摩藩英国留学生 19 名が近代日本の礎を築くため 

羽ばたいた黎明の地でもあり、私たちもこの勇敢な先達の思いを胸に、今再びこの地

から21世紀の夢を発信していきます。 

 

位位  置置 ・・・薩摩半島の北西部に位置し、薩摩川内市、日置

市に隣接する。   

         総総面面積積 ・・・112.29ｋ㎡ 

人人  口口 ・・・25,169人 

         世世帯帯数数 ・・・13,059世帯 

特特産産物物 ・・・つけあげ、焼酎、ハム製品、まぐろラーメン、

ポンカン、サワーポメロ、ポンカレー等 

（※人口・世帯数：令和8年4月1日現在）  

いい
ちち
きき
串串
木木
野野
市市  

－ 4 －



  教育文化行政の沿革
（市制施行以降）

平成17年10月11日 串木野市、市来町が合併し、いちき串木野市を施行
任期を市⻑選挙後の議会の最終日とする５名の教育委員を任命
第１回教育委員会 委員⻑、教育⻑を選任
教育委員会規則等の議決・制定

11月26日 ５名を教育委員として任命
12月16日 第２回教育委員会 委員⻑、教育⻑を選任

平成18年 8月 8日 夏期巡回ラジオ体操本市開催
12月12日 歴史⺠俗資料室オープン（中央公⺠館）

平成19年 3月26日 多目的グラウンド管理棟兼スタンド完成
4月 1日 文化振興課を新設
5月22日 図書館開館時間延⻑（午後7時まで）
8月24日 子ども議会開催

12月20日 市来小学校校舎棟耐震補強・大規模改造工事完了
平成20年 2月 8日 宝くじ文化公演「宝塚OGによるラテンショー」

11月 8日 ⻘少年のための科学の祭典開催
平成21年 3月23日 ⻘松塾をはじめとした⿅児島大学教育学部との協定調印式

11月12日 屋内運動場耐震補強・大規模改造工事完了
（旭小・荒川小・串木野⻄中・⽣冠中）

 平成22年 3月31日 小中学校耐震2次診断業務完了
土川小学校を閉校

4月 1日 川上小学校屋内運動場耐震補強・大規模改造工事完了
12月19日 勝目眞理子委員⻑旭日双光章受章

平成23年11月26日 羽島中学校校舎棟耐震補強・大規模改造工事完了
平成24年 4月 1日 移動図書館車オープニングセレモニー実施

4月15日 市庭球場開場記念式典・オープニングイベント
9月27日 学校規模適正化検討委員会の設置

10月 1日 新図書館システム導入(ハード・ソフト)
10月 5日 市来中学校技術家庭科室棟耐震補強工事完了
11月26日 串木野小学校管理棟・屋内運動場耐震補強・大規模改造工事完了

平成25年 3月 4日 中央公⺠館耐震補強工事・大規模改造工事完了
3月21日 文化センター耐震補強工事完了

  9月20日 冠岳小学校屋内運動場耐震補強・大規模改造工事完了
10月20日 いちき串木野市総合体育館開館記念式典
12月 7日 川上小学校校舎耐震補強・大規模改造工事完了

平成26年 2月28日 冠嶽園屋根改修工事完了
2月28日 旭小学校校舎他改修工事
3月31日 組織改編により文化振興課を廃止

6月7〜8日 公開番組「ＮＨＫのど自慢」
11月 3日 ⼭下卓朗前教育⻑瑞宝双光章受章
12月 8日 照島小学校北校舎耐震補強・大規模改造工事完了
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平成27年 2月 4日 ⽣福小学校南校舎耐震補強・大規模改造工事完了
  9月30日 照島小学校屋内運動場屋根補強工事完了
10月11日 いちき串木野市郷土史料集(1)発刊
10月16日 串木野中学校校舎屋根改修工事完了
10月30日 串木野中学校屋内運動場吊り天井撤去工事完了
11月 1日 第1回いちき串木野市ふるさと三行詩大会実施

11月7〜8日 国⺠文化祭・かごしま2015
・薩摩藩英国留学⽣フェスティバル
・国⺠文化祭inいちき串木野「⾷の祭典」

11月15日 ・シンポジウム「金⼭の歴史」
平成28年 1月23日 県ＰＴＡ研究大会⿅児島大会の開催

1月29日 串木野⻄中学校本校舎耐震補強・大規模改造工事完了
2月29日 市来中学校本校舎耐震補強・大規模改造工事完了
4月 1日 セカンドブック開始

 平成29年 1月24日 「旧入来邸武家屋敷と古木」指定文化財に指定
1月31日 ⽣冠中学校屋外運動場改修工事完了
2月26日 第1回ビブリオバトル大会実施

5月3日〜4日 冠嶽園開園25周年記念祭
7月9日 歌人・萬造寺斎シンポジウム

11月5日 第1回黎明の地ふるさと短歌大会（表彰式）
平成30年 1月24日 Ｂ＆Ｇ海洋センター評価10年連続「特Ａ」全国表彰（九州初）

3月15日 家庭教育支援事業文部科学省表彰
3月27日 「市来大迫家住宅」国登録有形文化財に登録

平成31年 3月 7日 幼稚園・中学校普通教室等空調整備完了
令和元年 5月20日 「串木野麓」日本遺産に認定

7月28日〜30日 全国高等学校総合体育大会（バスケットボール競技大会）開催
11月22日 小学校普通教室等空調整備完了

令和２年 3月11日 いちき串木野市立学校給⾷センター完成
令和３年 3月31日 冠岳小学校を閉校

4月 1日 組織改編により市⺠スポーツ課を廃止
令和４年 3月31日 旭幼稚園を閉園

令和５年10月 9日〜11日 かごしま国体（成年男子バレーボール）
10月12日〜16日 かごしま国体（少年女子バスケットボール）
10月28日〜29日 全国障害者スポーツ大会（車いすバスケットボール）

令和６年 8月20日 ネーミングライツ契約締結 Ｆアリーナいちき串木野（市総合体育館）
9月27日 ネーミングライツ契約締結 三井串木野グラウンド（市多目的グラウンド）

ネーミングライツ契約締結 三井串木野テニスコート（市庭球場）
ネーミングライツ契約締結 三井串木野パークゴルフ場（パークゴルフ場）

12月18日 ネーミングライツ契約締結 ＮＳＰ秀栄ドーム（秀栄ドーム）
令和8年 3月31日 串木野⻄中学校・羽島中学校・⽣冠中学校を閉校

4月 1日 （新）串木野中学校を開校
 組織改編により市⺠スポーツ課を設置
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市市長長・・副副市市長長・・議議会会・・教教育育委委員員名名簿簿  
 

市長・副市長 

区  分 氏   名 就 任 年 月 日 

市   長 中 屋 謙 治 Ｒ３．11．13 

副 市 長 出 水 喜三彦 Ｒ４． 1． 1 

 
議会関係 

区  分 氏   名 就 任 年 月 日 

市 議 会 議 長 松 崎 幹 夫 Ｒ７．11．21 

市議会副議長 西 田 憲 智 Ｒ７．11．21 

産業教育委員長 吉 留 良 三 Ｒ７．11．21 

 
 現教育委員                  （令和8年4月1日現在） 

職  名 氏   名 就任年月日 任  期 

教 育 長 相 良 一 洋 R2.11.26 R8.11.25 

教育長職務代理者 國 料 修 兵 R4.11.26 R8.11.25 

委 員 橋 口 美代子 R5.11.26 R9.11.25 

委 員 若 松 友 子 R6.11.26 R10.11.25 

委 員 坊 野 貴 之 R7.11.26 R11.11.25 

 ※H29.11.26から「新教育長」制度へ移行 
 

歴代教育委員 

氏  名 就 任 期 間 備   考 

江 口 英 雄 H17.11.26～H17.12.16  

橋 口 正 憲 H17.11.26～H23.11.25  

勝 目 眞理子 H17.11.26～H25.11.25 
教育委員長 

（H17.11.26～Ｈ25.11.25） 

山 下 卓 朗 H17.11.26～H25.11.25  教育長 

宮之原 加代子 H25.11.26～H29.11.25  

有 村   孝 H25.11.26～R2.11.25 教育長 

冨 永 伸 博 H17.11.26～R4.11.25 
教育委員長 

（H25.11.26～Ｈ29.11.25） 

福 田 惠 一 H23.11.26～R5.11.25  

德 重 涼 子 H18.1.16～R6.11.25  

福 山   希 H29.11.26～R7.11.25  
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（教育総務係）

主事　下迫田樹一、（会計年度任用職員）

（学校教育係）

学校教育専門員　福田章二

　　　　　　　　　　　 アンドレア・ウォード、ジェイコブ・ジョーンズ

特別支援教育支援員（会計年度任用職員17名）

心の教育相談員　後潟佐恵子、小森園昌子、黒木うらら

（社会教育係）

（文化振興係）

（市民スポーツ係）

社会体育指導員 安藤佳寿子、（会計年度任用職員１名）

(８校）

市来小学校　主事　祐下由美子、川上小学校（会計年度任用職員）

(2校）

（１園）

図書館市来分館

8

そ
の
他
の
施
設

串木野体育センター、Ｂ＆Ｇ海洋センター、多目的グラウンド、総合体育館、庭球場、

市来運動場、市来体育館、市来武道館、弓道場、川上運動広場 （以上　指定管理）

旭運動広場、パークゴルフ場（会計年度任用職員5名）（以上　直営）

冠嶽園（指定管理）

図 書 館 館長　（大竹佳代　社会教育課長兼務）、副館長（南濵治美　主幹兼務）、

（会計年度任用職員8名)

学 校 給 食
セ ン タ ー

所長（吉永康彦　教育総務課長兼務）、所長補佐兼係長　東瀬戸　照士

主査　榊　秀之、（会計年度任用職員）

　館長　（大竹佳代　社会教育課長兼務）、（会計年度任用職員5名）市 来 地 域
公 民 館

い ち き
ｱ ｸ ｱ ﾎ ｰ ﾙ

　
幼 稚 園 市来幼稚園　主幹　川野千鶴、主査　溜池美紀、山口あかね

教

育

機

関

市来幼稚園　主任　松木薗直美

市 民 文 化
セ ン タ ー

中 央 公 民 館

串木野小学校（会計年度任用職員）、照島小学校　主事　内村久美

羽島小学校（会計年度任用職員）、旭小学校（会計年度任用職員）

生福小学校　主事　川野京子、荒川小学校　主事　上新栄子

中 学 校 串木野中学校　主事　平石豊子、市来中学校（会計年度任用職員）

教
育
委
員
会
教
育
長
　
相
良
　
一
洋

係長　有馬百恵、主事　金丸舞人、主事補　外薗馨盛

社会教育指導員　本車田省三、永尾寿雄、藤崎真由美、川畑真紀子、紙屋直道

学校支援コーディネーター　有元 操、藤﨑裕史

主幹兼係長　新町 正、主査　西村健一、史料収集調査員　中島朋子

市民スポーツ課 課長　芹ケ野幸淑、課長補佐　松﨑英樹、主幹　梅北成文

係長　久保克仁、主事　愛甲泰士、主事補　甲斐裕也

小 学 校

スクールソーシャルワーカー・スーパーバイザー　平屋浩司

スクールソーシャルワーカー　藤田裕子、福永志緒里

スクールカウンセラー　有村靖子、松尾治子、坂上久恵

教育支援センター支援員　鳩﨑尚子、重留摩美

社会教育課 課長　大竹佳代、課長補佐　永井博文、主幹　南濵治美

いいちちきき串串木木野野市市教教育育委委員員会会機機構構及及びび職職員員

教 育 総 務 課 課長　吉永康彦、課長補佐　岩下敬史

係長　中間光彦、主任　瀬川 大、伊藤祐、堀之内 唯

事

務

局

学 校 教 育 課 課長　米村英紀、課長補佐　戸越雄一郎

主幹兼係長　古川 勝、主査兼指導主事　加治屋 豪

外国語指導助手　サム・ウェルチ、ジョアン・レニー・ヒューバー、

外国語活動指導補助員　野村宏子、安藤りん

祐
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事事  務務  分分  掌掌  

  
教 育 総 務 課 

（教育総務係） 

 １ 教育委員会の会議及び秘書事務に関すること。 

 ２ 栄典及び表彰に関すること。 

 ３ 教育行政の総合企画及び連絡調整に関すること。 

 ４ 総合教育会議に関すること。 

５ 事務局及び教育機関の組織及び定数に関すること。 

 ６ 職員及び学校職員（市費負担職員に限る。）の任免、給与、分限、懲戒、服務その他人事

に関すること。 

７ 公印に関すること。 

 ８ 教育委員会の規則、訓令その他規程等の制定及び改廃に関すること。 

 ９ 文書の審査その他文書事務の総括に関すること。 

 10 教育行政の広報広聴活動の企画及び実施並びに教育行政に関する相談に関すること。 

 11 職員及び学校職員（市費負担職員に限る。）の研修に関すること。 

 12 事務局及び教育機関の事務の連絡に関すること。 

 13 公立学校共済組合及び教職員互助組合等に関すること。 

 14 職員及び学校職員（市費負担職員に限る。）の福利厚生及び公務災害補償に関すること。 

 15 教育行財政に関する調査及び統計に関すること。 

 16 市立学校の校舎その他の学校施設の整備計画及び営繕、教具その他の設備の整備に関する

こと。 

 17 教職員住宅の設置、管理及び廃止に関すること。 

 18 奨学金の貸与等に関すること。 

 19 外国語指導助手の給与事務に関すること。 

 20 教科書の給与に関すること。 

 21 市立学校の通学区域に関すること。 

 22 学齢児童及び学齢生徒の就学並びに児童及び生徒の入学、転学及び退学等の就学事務に関

すること。 

 23 児童・生徒の就学援助に関すること。 

 24 学校教職員の保健及び福利厚生に関すること。 

 25 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の給与事務に関すること。 

 26 市立幼稚園の就園に関すること。 

 27 前各号に掲げるもののほか、他課に属しない事項に関すること。 

 

学 校 教 育 課 

（学校教育係） 

 １ 市立学校の組織編成及び教育課程に関すること。 

 ２ 学校経営及び学校教育（幼稚園を含む。）に係る指導及び助言に関すること。 

 ３ 学校教職員の研修に関すること。 

 ４ 学校教職員の人事管理に関すること。 

 ５ 県費負担教職員の組織する団体に関すること。 

 ６ 外国語指導助手に関すること。 

 ７ 学齢児童及び学齢生徒の就学並びに児童及び生徒の入学、転学及び退学等に関すること。 

 ８ 教育支援委員会に関すること。 

 ９ 教科書の採択及び学校教育に必要な教材の取扱いに関すること。 

 10 学校教育（幼稚園を含む。）に係る調査統計に関すること。  

 11 学校保健及び学校安全に関すること。 

 12 学校給食の指導及び充実に関すること。 
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社 会 教 育 課 

（社会教育係） 

 １ 生涯学習・社会教育に関する施策の企画、立案及び総合調整に関すること。 

 ２ 生涯学習・社会教育に関する調査、研究及び指導に関すること。 

 ３ 社会教育に関する学習情報の収集及び提供に関すること。 

 ４ 社会教育委員の会に関すること。 

 ５ 青少年教育及び成人教育の振興に関すること。 

 ６ 社会教育関係団体及び指導者の育成に関すること。 

 ７ 人権教育に関すること。 

 ８ 社会啓発運動に関すること。 

 ９ 視聴覚教育に関すること。 

 10 中央公民館及び市来地域公民館に関すること。 

 

（文化振興係） 

 １ 芸術文化の振興に関すること。 

 ２ 芸術文化団体の育成に関すること。 

 ３ 文化財の調査、保存及び活用に関すること。 

 ４ 文化財愛護思想の普及に関すること。 

 ５ 文化財保護審議会に関すること。 

 ６ 市民文化センター及びアクアホールに関すること。 

 ７ 冠嶽園に関すること。 

 ８ 市立図書館及び市立図書館市来分館に関すること。 

 

市民スポーツ課 

（市民スポーツ係） 

 １ スポーツ振興に関する施策の企画、立案及び総合調整に関すること。 

 ２ 社会体育及びレクリエーションの普及及び充実に関すること。 

 ３ 社会体育関係団体の育成に関すること。 

 ４ スポーツ推進委員等社会体育関係指導者の育成及び研修に関すること。 

 ５ 社会体育施設に関すること。 

 ６ 海洋スポーツの普及に関すること。 

 

各課の共通事項 

 １ 予算の執行その他の庶務に関すること。 

 ２ 教育委員会の規則及び訓令その他の規程等の制定及び改廃に関し、立案すること。 

 ３ 教育財産台帳に関すること。 

 ４ 教育に係る調査統計に関すること。 

 ５ 関係の機関、団体等との連絡調整に関すること。 

 ６ 文書の収受、編集及び廃棄に関すること。 

 

教 育 機 関 

学校給食センター 

（学校給食センター係） 

１ 給食センターの運営計画に関すること。 

２ 給食センターの施設及び設備に関すること。 

３ 給食費の徴収及び学校給食の経理に関すること。 

４ 学校給食の献立及び調理に関すること。 

５ 学校給食の栄養及び衛生に関すること。 

６ 学校給食の配送に関すること。 

７ 学校給食センター運営委員会に関すること。 

８ その他学校給食に関すること。 
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各課の重点施策 
 

教育総務課 
１ 基本方針 

 社会の変化に的確かつ柔軟に対応する教育行政を推進し、教育委員会の活性化を図るとともに、

事務局内各課及び関係機関との連携・総合調整を図り、地域の実状に応じた教育環境の整備・充実

及び教育予算の適切かつ効果的な執行に努める。 

 

２ 重点施策 

重 点 事 項 努  力  点 推 進 事 業 等 

１ 教育委員

会の活性化 

（1）教育に関する諸問題の把握と的確な課題 

解決 

（2）教育委員会運営の充実 

（3）教育委員及び事務局職員の研修の充実と 

各種行事等への積極的な参加促進 

（4）教育行政について理解を深める広報推進 

 

（5）教育委員会活動の点検・評価 

（6）事務局内部の総合調整と県及び他市町村 

との連携 

○ 総合教育会議の開催 

 

○ 定例・臨時教育委員会 

○ 県教委、教育事務所の研修等

への参加 

○ 「いちき串木野市の教育行政」

の作成及び市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる啓発 

○ 教育委員会行政評価 

○ 教育委員会課長会 

○ 学校等教育のあり方検討委員会 

２ 安心・安

全な学校づ

くり 

（1）施設の長寿命化・大規模改造工事等の検

  討 

（2）幼稚園、小・中学校施設・設備の整備 

 

 

 

 

 

（3）施設の安全管理  

（4）施設の営繕促進 

○ 学校施設長寿命化計画の推進 

 

○ 施設の改修事業 

○ 小学校施設環境改善事業（空

調） 

○ 中学校施設環境改善事業（空

調・照明） 

○ 学校トイレ洋式化 

○ 施設の点検・整備 

○ 営繕工事等の実施 

３ 教育環境

の整備・充

実 

（1）学校再編の検討 

 ①保護者アンケートの分析 

②地域との意見交換会の開催 

③小学校再編の検討 

（2）教育機器（ICT）・備品の整備充実と適 

正管理並びに有効活用 

 

（3）学校図書の充実 

 

 

○ 小学校再編計画の検討 

○ 市学校統廃合検討会議への参加 

 

 

○ 学校ICT機器等借上事業 

○ GIGAスクール構想に基づく１

人１台端末の更新 

○ 一般備品及び教材備品の管理

状況調査及び整備事業 

○ 学校図書蔵書整備事業 
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（4）通学の支援 

 

 

（5）教職員住宅の管理 

（6）県立高等学校の支援 

 

 

（7）就学援助費の支給 

（8）幼児教育の無償化 

（9）私立学校や特別支援学校等へ就学する児

童生徒への学校給食費の支援 

○ スクールバス及び特認校生通

学バスの運行委託 

○ 遠距離通学費支給事業 

○ 教職員住宅設備等修繕 

○ 串木野高等学校支援対策事業 

○ 市来農芸高等学校支援対策事業 

○ 高等学校等連絡会の開催 

○ 就学援助費支給事業 

○ 園児への給食費（副食費）助成 

○ 私立学校等通学児童生徒学校

給食費支援事業 

４ 教育予算

の計画的・

効率的な運

用 

（1）事業の計画的執行と予算の効率的な運用 

（2）学校予算の計画的執行 

（3）学校事務職員の研修の充実と共同事務の 

推進 

（4）教育財産の適正管理と事務処理の適正化 

 

（5）光熱水費・消耗品費等、経常経費の節減 

○ 予算執行事務の適正化 

○ 学校予算配分説明会の実施 

○ 共同実施協議会の開催 

○ 学校事務職員研修会の開催 

○ 財産管理システムでの教育財

産の管理 

○ 空調設備の運用基準の周知に

よる節電依頼等 

５ 奨学金制

度の利用促

進 

（1）薩摩スチューデント奨学プログラムの周

知 

 

（2）奨学金を活用した若者の地元定着の促進 

を図るための奨学金等の返還に係る支援 

○ 市と連携協定した金融機関によ

る周知チラシ及び市ホームペー

ジ、市広報紙等による広報 

○ 市独自の奨学金返還支援制度

の周知 

６ 教職員の

健康管理 

（1）教職員の健康診断の確実な受診 

 

○ 教職員健康診断 

○ 教職員ストレスチェック 

７ 人事事務

の適正 

（1）服務規律の厳正確保 

 

（2）適正な人事管理 

○ 教職員出退勤システムでの就

業管理 

○ 人事評価（能力評価、業績評

価） 
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学校教育課 
１ 基本方針 

  生涯学習の基礎を培うという観点に立ち、『「認め」「支え」「学び」ともに未来を創る人づくり』 

の実現に努める。一人一人が自分のよさや可能性を認識し、個々の状況に応じて知・徳・体の調和がと

れ、主体的に考え行動する力を備え、そのよさやもてる力を発揮し、多様な人々と協働しながら未来の

社会の創り手となる児童・生徒の育成を目指す。そのために、確かな学力の定着と向上、発達支持的生

徒指導の充実による自己指導能力の育成、健康づくりや安全確保のための体制づくりと体育授業の充実

など、指導の充実や環境づくりを推進する。 

  

２ 重点施策 

重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
１ 学力・学習意 

欲アップ 

○ 確かな学力の 

定着と向上 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 実態把握と具体策の明確化 

① 学力の実態把握と課題の明確化 

  ○ アンダーアチーバーの把握と対

応 

  ○ 単元･領域別評価問題やＣＢ

Ｔに対応した問題の活用 

 

 ② 小中連携による学力向上策の共通

実践 

 

 

(2) 学力・学習意欲アップの取組の推進 

① 「主体的・対話的で深い学び」の 

 追究～学習者主体の授業の視点に 

よる授業改善～ 

○ 疑問型・追究型の学習課題の設

定（問いの発見） 

○ 見通しをもたせたり、自分の学

びを振り返ったりする場の設定 

② 個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な充実 

  ○ １人１台タブレット端末を効果

的に活用した学習活動の設定 

③ 思考力・判断力・表現力を伸ばす 

授業 

○ 資料や教材を活用して思考・判

断する時間の意図的な設定 

○ 根拠を示して説明し、対話で深

める場の確保 

④ 個々の能力や可能性を引き出す指 

  導 

  ○ 子供のよさを認め励ますKR情報 

  ○ ユニバーサルデザインの視点に

立った授業づくり・環境整備  

  ○ 学習指導と生徒指導の一体化 

  ○ 学習者主体の家庭学習の充実 

 

 

 

 

 

○ 知能検査、標準学力検査（ＮＲＴの実

施と分析）…４月実施 

○ 全国学力・学習状況調査 

…令和８年４月23日(木) 

（中学校英語：20日～23日のいずれか

１日 ＣＢＴ方式で実施） 

○ 鹿児島学力・学習状況調査 

…令和９年１月12日（火）～22日（金） 

○ 市小中一貫教育推進協議会(中学校区

単位で実施) 

 

○ 市学力向上教員研修会 

 …令和８年７月29日（水） 

○ 市ＩＣＴスキル向上研修会（年３回） 

 …令和８年５月15日(金)、７月30日(木) 

８月28日(金)※ 兼移動講座「教育の

情報化」 

○ 小規模校遠隔合同授業（テレビ会議

システムの活用） 

○ 県総合教育センター移動講座 

 ・ 学習者主体の学びをデザインする小

中学校国語科移動講座【令和８年６月

30日（火）川上小】 

・ 学習者主体の学びをデザインする算

数・数学科移動講座【令和８年６月19

日（金）串木野中】 

 ・ クラウドサービスの活用による授

業・業務の改善（授業支援アプリ等）

【令和８年８月28日（金）午前 いちき

アクアホール】 

 ・ クラウドサービスの活用による授

業・業務の改善（共同編集等）【令和

８年８月28日（金）午後 いちきアク

アホール】 

○ 県児童生徒作文コンクール市審査会 

…令和８年９月９日（水） 

○ 市作文集「いちき串木野」の作成 

○ 家庭学習マイゴールチャレンジの効果

的な活用 
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 授業力向上を図る研修の充実 

 ① 授業を通した実践的な研究の推進 

  ○ 一人１回以上の研究授業の推進 

  ○ 研究仮説に基づいた研究の推進 

  ○ 「学びの羅針盤」の活用 

 ② 授業分析 

○ 評価規準等の活用  

③ 諸学力調査結果分析資料の活用 

 ④ 外部講師招聘による研修の充実 

 

 

 

 

 

 

(4) 幼(保)･小･中･高連携による取組の 

充実 

 ① 小中一貫教育の視点に立った研究

実践 

② 授業研究を通した学習指導方法

の改善 

 

(5) 英語のまちづくり事業の推進 

① 小学校外国語活動、外国語科の

推進 

  ○ 小学校外国語指導補助員の

効果的な活用 
  ○ 英語カルタの活用 

  ○ 教材の効果的活用 
○ 教員の資質・能力の向上 
○ コミュニケーションを図る素

地及び基礎となる資質・能力の

向上 

 ② 中学校英語教育の推進 
  ○ ＡＬＴを活用した授業の充実 

  ○ 英語力の向上 

  ○ コミュニケーションを図る資

質・能力の向上 
  ○ 小学校外国語活動・外国語科

との連携 
 ③ 小・中共通の取組の充実 

○ 実用英語検定受検の推進 
  ○ 交流活動の推進 

○ 中学校卒業までに英検３級

程度の英語力の育成 

 

(6) 小規模校の複式学習指導の充実 

 

(7) 特別支援教育の充実 

 ① 発達障害児の実態把握 

 

○ 「学習者主体の授業」への改善推進事

業（Ｒ６年度～８年度) 

 ・ 「学習者主体の授業」実現プロジ

ェクト実践校区(Ｒ８)…市来中校区 

 ・ 校内研究授業・授業研究 

・ 子供の学びに着目した授業研究の実 

  施 

○ 地区研究協力校研究公開 

 ・ 串木野小：「指導方法改善・教育方

法」 

   令和９年２月４日（木） 

○ 指導主事等の校内研修講師派遣 

○ 外部講師の積極的活用 

 

 

 

○ 幼稚園（保育所）、高校との連携推進 

○ 中学校区ごとの小中一貫教育推進協議

会（各学期１回） 

○ 小中一貫教育研究公開【市来中学校】 

 
 
○ 小学校外国語指導補助員配置事業 

○ 「Let’s Try!」「NEW HORIZON 
Elementary」の研究 

○ 小学校外国語科デジタル教科書の活

用 
○ 英検ＥＳＧを活用した英語能力育成

事業 
○ 市英語指導力向上セミナー 

…令和８年８月24日(月) 

 ※ 各小・中学校教員対象 

○ 中学校英語科デジタル教科書の活用 
○ 語学指導外国青年招致事業(ＡＬＴ) 

 ※ ４人体制 

（串木野中３人、市来中１人） 

○ 日置市・いちき串木野市合同中学校

英語弁論大会 

…【日置市 令和８年 10 月 27 日（火）】 

○ オンラインによる英会話 

 ・ ２中学校（中１：１時間、中２：

３時間、中３：２時間） 

○ 各中学校区 CAN-DO リストの活用 

○ 検定料補助事業・英検２次面接指導 
○ 英語カルタの活用 

 

 

 

○ 指導主事等による学校・園訪問 
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ② 個別の指導計画及び個別の教育支

援計画の見直し・活用 

  ○ 各専門機関との計画的連携 

 ③ 特別支援教育支援員の効果的活用 

  

④ 市教育支援委員会･校内支援委員

会の充実 

  

⑤ 事例研究を通した職員研修の充実 

 

 ⑥ 関係機関との連携 

 

 

 

 

 

 

(8) 郷土に根ざした教育の推進 

 ① 地域人材の活用による学習支援活

動の推進 

 ② 郷土教育資料の活用 

  ○ 県作成教材「かごしまの心～今

日、どの先人？～」の活用 

 

(9) 家庭教育の充実 

 ① 個に応じた｢家庭学習の進め方｣指

導の徹底 

 ② 家庭学習の見届けの徹底 

 ③ ＰＴＡ活動への位置付け・連携 

  ○ 家庭学習の時間の設定 

○ 移行支援シートの作成と活用 

○ 特別支援教育支援員配置事業 

 

○ 市特別支援教育支援員研修会（年３回） 

  …令和８年４月３日(金)、５月８日(金)、 

10月７日(水) 

○ 市教育支援委員会（年２回） 

 …令和８年５月29日(金)、10月29日(木)  

○ 市就学相談会（年２回） 

  …令和８年８月20日(木)［小中学生対

象］、８月27日(木)［未就学児対象］ 

○ 市特別支援連携協議会（年２回） 

 …令和８年５月26日(火) 、令和９年２月

５日(金) 

○ 校内研修の充実 

 ・ 指導主事等の校内研修講師派遣 

○ 市地域自立支援協議会 

 

○ 社会教育課との連携 

 （教科等の学習における地域人材の活用） 

○ 薩摩藩英国留学生記念館の活用 

 

 

 

 

○ 小中一貫教育による中学校区内の共

通実践 
 
 

○ ノーメディアデー（タイム）の設定 

２ 人権感覚・思い 

やりアップ 

○  心豊かでたく 

ましい児童生徒

の育成 

 

(1) 相互に人権を尊重し合う教育の充  

 実 

① 人権問題への正しい認識と理解

の深化 

② 校内研修の充実 

  ○ 授業や事例研究を通した研修の 

推進 

 ③ 研修会等への計画的な参加 

 

(2) 自己指導能力を育む発達支持的生

徒指導の充実 

  ① 全ての児童生徒を対象に、全ての

教育活動において進められる生徒指

導の基盤づくり 

  ○ 挨拶、声かけ、称賛、対話、及び

授業や行事等を通した個と集団への

働きかけ 

 ② 自己肯定感、自己有用感の醸成「居

場所づくり」「絆づくり」 

○ 各学校における人権教育の推進（人権

週間の設定） 

○ 市教育講演会…令和８年７月28日

(火) 

○ 県教育委員会人権教育指導資料「なく

そう差別 築こう明るい社会」「仲間づ

くり」、デジタル研修教材「ｅ－コンテ

ンツ」の活用 
○ 指導主事等の校内研修講師派遣 

 

○ 市生活指導研究協議会（年３回） 

 …令和８年６月23日(火)、11月24日(火)、 

   令和９年２月16日(火) 

○ 地区生活指導連絡協議会（年１回） 

 

○ 学校教育専門員による定期的な学校訪

問（校内支援委員会、生徒指導委員会） 

○ 中学校不登校対策に係る学校訪問（年

２回） 

－ 15 －



重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
 ③ 不登校児童生徒への早期対応・登

校支援 

  ○ 個別の支援計画に基づく協働態

勢による支援 

  ○ 関係機関との連携 

○ 市教育支援センターの活用 

○ 校内支援教室の活用（不登校の 

未然防止） 

④ 学級経営の充実 

  ○ 信頼関係のある学級集団づくり 

○ 学習指導と生徒指導の一体化 

  ○ 規範意識の醸成 

  ○ 個に応じた学習指導等の充実 

 ⑤ 教育相談の充実 

  ○ スクールカウンセラーの有効活 

 用 

  ○ スクールソーシャルワーカーの 

有効活用 

 

 

 

 

 ⑥ 情報モラル教育の充実 

  ○ 携帯電話やスマートフォン・イ

ンターネット利用に関する実態把

握と具体的指導 

  ○ 保護者への啓発活動の充実 

 

 

(3) いじめ問題等、問題行動等への迅 

速な対応 

  ① 全校体制による未然防止や早期対 

  応（積極的認知：いじめ見逃し０） 

 ② 家庭・地域、関係機関との連携 

 ③ 幼・小･中・高連携による組織的ア

セスメントの実施 

 ④ 問題行動等の実態に基づく個に応 

  じた指導及び見届けの充実 

 ⑤ ＳＯＳ発信をキャッチできる体制

づくり（児童虐待を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 心の教育相談員配置事業（串木野小と

串木野中に各１人常駐、市来中学校を含

む他校に１人計画配置） 

 

○ 心の架け橋教育相談事業（保護者対象） 

○ ケース会議の開催 

○ 市教育支援センター支援員配置事業 

○ 市教育支援センターオンライン授業 

の推進 

○ 串木野中、串木野小に設置 

○ 別室登校の児童生徒や不登校児童生徒 

の支援（学習支援、教育相談等） 

 

 

○ 県スクールカウンセラー配置事業 

○ 市スクールカウンセラー配置事業 

○ 市スクールソーシャルワーカー活用事

業 

○ 市スクールカウンセラー・スクールソ

ーシャルワーカー研修会・連絡会（年２

回） 

 …令和８年４月３日(金)、７月23日（木） 

 

○ 市教育情報セキュリティ対策基準の

遵守 

○ 市インターネット利用等実態調査 

 …毎年２学期実施  

 

 

 

 

○ 市いじめ防止基本方針（R3.11改定） 

○ いじめ問題を考える週間(４月、９月） 

○ スクールカウンセラー配置事業 

○ スクールソーシャルワーカー活用事業 

○ ケース会議の開催 

○ 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸 

 問題に関する調査 

○ 生徒指導月例報告 

○ 相談窓口の紹介、実効的な教育相談 

○ 市いじめ問題対策連絡協議会（年３

回）…令和８年６月12日(金)、11月20日 

(金)、令和９年２月３日(水) 

○ 市いじめ問題対策委員会（年２回） 

 …令和８年７月１日(水)、令和９年１月

14日（木）  
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
(4) よりよく生きるための道徳性の育成 

 ① 「考え・議論する」道徳科の授業 

の研究・実践 

 ② 道徳科を要とした教育活動全体を 

通じた道徳教育の推進 

○ 道徳教育推進教師を中心とした 

 道徳教育の充実 

 ③ 地域と一体となった「心の教育の日」 

  の積極的な取組 

市「i（あい）がいっぱいあいさ

つ運動」の推進 

 

(5) 体験活動の推進 

 ① 地域の特性を生かした活動 

  ○ 地域の人材等を生かした特色あ

る体験活動の推進(ひと・もの・こ

と) 

 ② 教科学習等との関連 

  ○ 国際理解教育 

  ○ 消費者教育・金融教育 

  ○ 主権者教育 

  ○ 環境教育 

  ○ 福祉教育・ボランティア活動 

 

(6) 読書活動の充実 

 ① 読書指導の教育課程への位置付け 

 ② ｢朝の読書｣の充実 

 ③ 読書目標冊数(ページ)達成に向け 

  た具体的取組の推進 

 ④ 朝読み･夕読みの実践 

  ⑤ 指導体制や環境整備の推進 

 

 

(7) 進路指導の充実 

 ① キャリア教育の推進 

 ② 計画的な教育相談の実施 

 ③ 小・中・高の連携 

 

 

 

 

(8) 学校環境・緑化活動の充実 

 ① 校内清掃活動の充実 

  ○ 教児一体となった清掃活動の推 

   進 

 ② 学校環境緑化の推進 

○ 児童生徒の実態に応じた指導計画の改 

善(道徳科の全体計画、別葉「学級におけ

る道徳科」の指導計画作成) 

○ 県民週間等で地域へ道徳科の授業の公 

 開 

○ 地区道徳教育研修会へ出席 

 …【令和８年７月９日（木）照島小・串

木野中】 

 

 

 

 

 

○ コミュニティ・スクールの推進、充実 

○ 社会教育課との連携（地域人材等の活

用：学校応援団） 

 

○ 教科横断的な視点での取組 

○ 各関係機関との連携 

 ・ 外部講師の活用 

 ・ 出前授業等 

 

 

 

 

○ 読書を通した「読字力、語彙力、読解

力、鑑賞・表現力」の育成 

○ 朝の読書活動（全学校実施） 

○ 読書週間の充実 

○ 学校図書館運営補助事業 

○ 読書ボランティア等を活用した読み聞

かせ 

 

○ キャリアパスポートの活用 

○ 職場体験学習(中学校) 

○ 市進路指導主任等研修会（年１回） 

 …令和８年11月10日(火)  

○ 串木野高校卒業生による中学生への 

講演会…令和８年６月３日(水)：オンラ 

イン 
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
３ 健康・体力アッ

 プ 

○ 体力・運動能力

の向上 

 

 

 

 

(1) 教科体育の充実 

 ① 児童生徒の実態に基づく指導計画 

  の作成 

○ 体力･運動能力調査の実施と分 

析･活用 

② 運動好きな子供の育成をめざし

た体育学習の実践 

○ 運動の特性や運動量を考慮し

た授業の展開 

○ 個に応じた学習指導の工夫(学 

   習活動の場の工夫、教師の支援･ 

   指導の充実、評価活動の工夫) 

○ 「体力アップ！チャレンジか 

ごしま」への参加 

○ 体力ナビの活用 

○ 実態に基づく補強運動の実施 

 ③ 教員の指導力の向上 

   ○ 各種研究会、講習会への積極的 

   な参加と資料等の活用 

 

(2) 運動の日常化・生活化の推進 

 ① 体力・気力づくりの推進と体育施 

  設設備の整備・活用 

  ○ 「一校一運動」や「体力アップ！

チャレンジかごしま」の継続的・

計画的な取組 

  ○ 運動部活動指導の充実（地域人 

   材の活用等) 

② 地域等での体力つくりの推進 

  ○ 体力つくりイベント等への積極

的な参加 

○ 外遊び等の奨励 

 
○ 市体育主任等研修会（年３回） 
…令和８年５月21日(木)、９月10日(木)、

令和９年２月５日(金) 

○ 市小学校陸上記録大会（総合グラウン

ド）…令和８年10月14日(水) 

○ 市中体連理事会（年１回） 
 …令和８年４月23日(木) 

○ 体力・運動能力調査 
 ＜Ｒ８調査抽出校＞ 

県：生福小、市来小、串木野中 

国： 

○ 中学校武道の安全確保と推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地区中体連各種大会 

○ 市「部活動ガイドライン」の活用 

○ 「部活動休養日」の実施 

○ 週２日以上の休養日の設定 

○ 部活動の地域展開に係る推進協議会

の設置と体制整備 

○ 部活動の地域展開に係る補助事業

（２中学校） 

○ 学校保健、 安

全 指 導 の 改

善・充実 

 

 

 

(1) 命を守る安全教育の充実 

 ① 安全教育の推進及び安全管理体制 

  の充実 

  ○ 学校安全に関する全体指導計画 

   の作成 

○ 危機管理マニュアルに基づく

訓練の実施(地震・津波、風水害、

火災、弾道ミサイル対応等) 

② 学校内の施設整備の安全点検 

③ 通学路の安全点検と安全対策

の実施 

④ 交通事故防止・水難事故防止対策 

 の充実 

⑤ 地域や関係機関･団体等との連携 

 ⑥ 原子力防災マニュアルの活用 

 ⑦ ＰＭ2.5対策マニュアルの活用 

○ 各学校におけるＡＥＤ使用を含む救命

救急研修（児童・生徒を含む） 

○ 校区青パト隊の結成促進 

○ スクールガード・リーダー事業 

○ スクールガード・防犯ボランティア等

研修会…令和８年５月10日(日) 

○ 市通学路合同点検 

…令和８年６月１日(月) 

○ 市通学路安全推進会議（年２回） 

 …令和８年７月２日(木)、 12月９日(水) 

○ 体験的な交通安全教室 

○ 交通事故ゼロ運動無事故継続長期達成 

 校表彰 

○ 市水難救助法講習会（プール事故の防 

止）…令和８年６月25日(木)  

○ 保護者への引き渡し訓練の実施 
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
 

 

 

 

 

(2) 命を育む健康教育の充実（疾病予防

や治療に関する指導の充実） 

① 各種健康診断の適正な実施と事後 

  措置の徹底 

 ② 歯･口の健康づくりの指導の充実 

 ③ 健康相談の充実 

 ④ 予防接種等の勧奨 

 ⑤ 学校環境衛生の改善・充実 

  ○ 学校薬剤師による学校環境衛生 

   検査の実施 

  ○ プール水質検査、室内空気検査 

   等の実施 

 

(3) 心の健康教育の推進 

 ① 保健室等における教育相談活動の 

  充実 

 ② スクールカウンセラー、スクール 

  ソーシャルワーカー、心の教育相談

員の活用と連携による指導の充実 

 

(4) 性に関する指導(エイズ教育を含む) 

の充実 

 

(5) 喫煙防止教育や薬物乱用防止教育の 

 推進 

  ○ 外部講師を活用した薬物乱用防 

止教室の実施（全学校実施） 

 

(6) がん教育の推進 

 

(7) 学校保健委員会等の組織活動の充実 

 

(8) 学校医等や地域人材の活用 

 

(9) 清掃指導の徹底 

 

○ 関係機関と連携した実効性のある体験

型訓練の実施 

○ 学校安全総合支援事業（Ｒ８～９） 

【串木野中校区（拠点校・照島小）】 

 

 

 

○ 市保健主任等研修会 

…令和８年５月12日(火) 

○ 市養護教諭等研修会（年3回） 

…令和８年４月17日(金)、 ９月11日(金) 

  令和９年２月17日(水) 

○ 市学校保健研究協議大会（年１回） 

…令和９年１月29日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 県学校保健会事業（薬物乱用防止） 

○ 警察との連携 
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
○ 学校給食指導 

の充実 

 

 

 

③ 給食指導の徹底 

  ○ 準備から後始末までの指導の徹 

   底 

  ○ 残食への対応 

  ○ 食事マナー指導の充実 

 ④ 家庭と連携した望ましい食習慣の 

  定着 

 ⑤ 「鹿児島をまるごと味わう学校給

食」週間の取組の充実 

 

(2) 給食における食環境の整備及び安

全・衛生管理指導の徹底 

 ① 給食事故防止の徹底、異物混入の

防止（危機管理マニュアルの確認・

見直し） 

 ② マスク・給食着の着用の徹底 

 ③ 食物アレルギーの実態把握と共通

理解の徹底(エピペン保持者の把握) 

○ 地区学校給食衛生管理推進研修会 

○ 地区学校給食管理運営研究協議会 

 

○ 地区栄養教諭等研修会（栄養教諭によ

る研究授業）…令和８年６月12日(金) 

○ 栄養教諭の兼務による食に関する指導 

 

○ 食中毒防止対策 

 
 
 
 
○ 学校給食センターと連携した実態把  
 握 
○ 地場産物の積極的な活用の推進 

４ 学校経営の充 

 実 

 

 

 

(1) 教職員の資質向上 

① 管理職研修の充実 

  ○ 校長・教頭研修会の充実 

○ 人事評価システムによる資質の 

 向上 

  ○ 評価者としての管理職の資質向 

   上 

   

 

 

 

② 教職員研修の充実 

  ○ 校内研修の組織的・計画的な推 

   進 

  ○ 授業を通した実践的研修の推進 

    ○ 各種研修会の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 個人研修の奨励 

 

 

 

○ 市校長研修会年（４回） 

 …令和８年４月10日(金)、８月４日(火)、 

  10月６日(火)、 令和９年１月12日(火) 

○ 地区校長研修会（２回） 

 …令和８年４月24日(金)、７月24日(金) 

○ 市教頭研修会（４回） 

 …令和８年５月１日(金)、７月３日(金)、 

  11月13日(金)、令和９年２月９日(火) 

○ 地区教頭研修会（２回） 

 …令和８年５月22日(金)、10月９日(金) 

○ 「かごしま県教員等育成指標」「全国

教員研修プラットフォーム」の活用 

○ 中学校区ごとの小中一貫教育推進協議

会（学期１回） 

○ 教科等部会における研究授業の実施、 

 複式研究会  

○ 市教育講演会 

…令和８年７月28日(火) 

○ 市学力向上教員研修会 

…令和８年７月29日(水) 

○ フレッシュ研修･パワーアップ研修 

○ 市教務主任等研修会 

…令和８年11月13日(金) 

 

○ 市転入教職員研修会の開催 

 …令和８年4月22日(水) 

○ 転入教職員市内巡り 

…令和８年７月27日（月） 

○ 県総合教育センター短期研修 

○ 県総合教育センター土曜講座の紹介 
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
 

 

 

(2) 学校訪問の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 小中一貫教育の研究・実践 

 ① 小中一貫教育推進協議会を生かし

た連携 

 ② 小中のつながりを考慮した授業連

携 

 

 ③ 家庭や地域との連携 

 

 (4)  学校運営協議会（コミュニティ・

スクール）の円滑な運営 

 ① 保護者や地域住民の参画による学

校課題の改善・解決 

 ② 学校応援団等の学校支援活動の充

実 

 ③ 学校と地域の協力による地域活性

化 

④ 適切な学校評価と改善の推進 

 

○ 地区教育論文・実践記録等（審査会） 

 …令和９年1月28日(木) 

 

○ 市教育委員会学校訪問 

 ・ 旭小 

・ 生福小 

・ 川上小 

○ 教育事務所合同訪問 

・ 照島小…令和８年６月８日（月） 

・ 市来小…令和８年７月６日（月） 

・ 荒川小…令和８年９月８日（火） 

・ 串木野中…令和８年９月18日（金） 

○ 市教育委員と校長と語る会（訪問校以

外）…令和８年12月17日(木)、 

令和９年１月21日(木)、２月18日(木) 

 ・ 串木野小、羽島小、市来中 

○ 教育事務所年度当初オンラインミー

ティング 

 ・ 当初…令和８年４月21日（火）、

４月22日（水） 

○ 教育事務所年度末学校訪問（研究協

力校等） 

令和９年２月19日（金） 

 

○ 小中合同の研修、行事、研究授業の

実施 

○ 相互乗り入れ授業の実践 

○ 学力結果分析、生徒指導情報交換等

の連携 

○ 小中一貫したカリキュラムの作成 

○ 家庭学習の手引き（マイゴールチャ

レンジ等）、生活の手引きの活用 

○ 鹿児島県小中一貫教育及びコミュニ

ティ・スクールフォーラム in 出水市 

…令和８年10月22日(木) 
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重点事項 努   力   点 推 進 事 業 等 
 (5) 後継者育成 

 ① 主任等への適切な指導・助言 

 ② 教頭会との連携による学習会等

の充実 

(6) 広報の充実 

(7) 地域が育む「かごしまの教育」県民 

 週間の取組の充実 

(8) 幼児教育の充実 

 

 

 

 

 

 

(9)  家庭・地域と連携した土曜授業等の 

実施 

① いちき串木野市の自然や歴史、伝 

統、人材等を生かした教育活動 

 ② 確かな学力、豊かな心、健やかな

体を育む教育活動 

 

 

 

 

○ 「後継者育成」にかかわる学習会 

 

 

 

 

○ 幼稚園教員育成指標の活用 

○ 保育所児童保育要録及び幼稚園指導要

録活用と小学校との連携 

○ 幼保小連絡会の充実 

○ 校内研修、園内研修を通した連携 

○ 関係学校、機関との連携 

○ 県国公立幼稚園・こども園研究大会 

○ 教科や総合的な学習の時間等を活用し

た郷土学習 

５ 教職員の服務

規律の厳正確保、

業務改善 

(1) 年間指導計画に基づく服務規律厳正 

 確保に係る計画的指導・随時指導 

① 飲酒運転やわいせつ行為等の根絶 

② 交通事故・違反の防止 

③ 体罰の禁止 

④ 職場におけるハラスメントの防止 

⑤ 適切な会計処理 

⑥ 事例に基づく具体的な指導の展開 

 ⑦ 個人ファイルの確実な活用 

 ⑧ ロールプレイによる研修 

(2) 業務改善と適正な勤務時間管理 

 

 

 

(3) 教職員の心身の健康の保持、増進 

 

 

○ 県や地区の通知文 

○ 管理職研修会による指導 

 

 

 

 

 

 
○ 校務支援システムSee-Smileによる出

退時刻記録と超過勤務の把握 

○ スズキ校務を活用した校務処理の効

率化による業務改善 
○ ストレス・チェック制度等の活用 
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社会教育課 

１ 基本方針 

⑴ 市民が主体的に学び続けることができる環境を整備し、「いつでも、どこでも、誰でも」学べる生涯学 

 習の充実を図る。また、学びの成果が地域づくりや人づくりに生かされる仕組みづくりを進め、市民主体 

 の学習活動が広がるまちづくりを推進する。 

⑵ 地域・家庭・学校が連携し、地域社会全体で青少年を守り育てる体制の充実を図り、地域や家庭の教育

力の向上を推進する。あわせて、体験を通した学びを重視し、主体性や社会性を育み、ふるさとへの誇り

と愛着を持った次代を担う人材の育成を図る。 

⑶ 地域の歴史や伝統文化、文化財を大切に守り育てるとともに、市民が多様な文化芸術に親しむことがで

きる環境づくりを進める。また、次世代の担い手育成を通して、地域文化の継承と発展を図り、心豊かで

魅力ある地域社会の形成を図る。 
 

２ 重点施策 

重 点 事 項 努  力  点 推 進 事 業 等 

１ 生涯学習環 

境の充実 

 

⑴ 生涯学習推進体制の充実 

 

⑵ 生涯学習のまちづくりの推進並びに関係 

機関・団体・企業等との連携強化 

 

⑶ 学習意欲を高めるための学習情報の収

集・提供と相談体制の充実 

 

⑷ 生涯学習関連施設の活用促進及び施設・

設備の整備 

 

⑸ 視聴覚教材の活用促進 

 

⑹ 生涯学習ボランティア活動の奨励と活動 

の促進 

 

⑺ 学習機会の拡充と学習成果活用の環境づ 

くり 

 

⑻ 生涯学習講座・いきいき大学・各種学級講 

座等の充実と学習成果の活用 

 

⑼ 文化・芸術・教養等の自主学習の促進 

 

○ 社会教育委員の会議 

 

○ 生涯学習ネットワーク会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 視聴覚ライブラリーとの連携 

 

 

 

 

○ 生涯学習まちづくり出前講座 

○ 市生涯学習推進大会(1/30)

(兼地区大会) 

○ 生涯学習講座 

○ いきいき大学等 

 

○ 生涯学習自主講座の支援 

 

２ 「学校を核 

とした地域づ 

くり」の推進 

 

⑴ 地域学校協働活動事業の充実 

① 地域学校協働活動事業推進体制の機能の

強化 

② 地域学校協働活動ボランティアの拡充 

③ 学校・地域・企業・社会教育関係団体等

の連携 

  ④ 学校や地域ニーズの把握 

  ⑤ 広報活動の充実   

 

○  地域学校協働本部の設置及び

地域学校協働活動推進員の配置 

〔学校運営協議会との連携〕 

○ 社会教育関係団体等との連携 
○ 地域学校協働活動推進員の研

修及び情報交換会の実施 

○ 地域学校協働活動だより等の発

行 
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３ 地域ぐるみ 

での子どもの 

育成 

 

⑴ 地域全体で安心、安全な環境づくりの推

進 

① 「i(あい)がいっぱいあいさつ運動」

の展開 

 

 

② 地域における青少年の多様な活動の拡充 

 

③ 青少年健全育成に関する情報提供の充実 

④ 青少年育成補導センター活動の充実及

び関係団体等との連携強化 

 

 

 

 

⑵ 学校、家庭、地域が一体となった青少年

健全育成の推進 

① 第3日曜日「家庭の日」や第3土曜日

「青少年育成の日」を中心とした活動の

推進 

②  子ども会及び育成会のリーダーの養成

と活用 

③  ジュニア・リーダーの育成及びボラン 

ティア活動の推進 

④ 子どもが主体的に参加できる活動内容

の工夫 

⑤ 地域の教育力を生かした青少年の育成 

⑥ 地域行事等への積極的な参加促進 

⑦ 高齢者や女性団体等との連携事業の推進 

 

⑶ 異年齢による集団宿泊体験活動の推進 

 

⑷ 児童の放課後及び週末等の活動支援 

 

 

 

⑸ 社会教育関係団体(子ども会・青年団

体・ ＰＴＡ・女性連等)の育成と連携強

化 

① 社会教育関係団体の研修の充実 

○ 各学校のあいさつ運動の促進 

○ 市民総ぐるみでのあいさつ運

動の展開(市役所・事業所・各

種関係機関団体) 

○ あいさつ運動宣言団体の登録

促進と連携 

○ 「故郷に学び・育む青少年

運動」の推進 

○ 「いちきくしきのっ子」の発行 

○ 青少年育成補導センター補 

導員等による補導活動の実施 

○ 校外生活指導連絡協議会と 

の連携携強化 

○ 社会教育関係団体等との連携 

○ 青少年関係団体合同研修会 

 

 

○ 青少年育成の日活動推進キ

ャラバン 

 

○ 子ども会活動の推進 

○ 少年団体成人指導者研修会 

○ ジュニア・リーダー宿泊研修会 

○ イン・リーダー宿泊研修会 

○ 市子ども会大会 

 

○ 子どもチャレンジ体験プロジ

ェクト(寺子屋事業) 

 

 

○ 子どもチャレンジ体験プロ

ジェクト(ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ事業) 

○ 子どもチャレンジ体験プロ 

 ジェクト(青松塾・チャレン

ジ教室) 

 

○ 女性連善意バザー 

(各学校への図書費寄贈等) 

 

○ 社会教育関係団体の支援 
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② 指導者の養成と活用 

③ 社会教育関係団体相互の連携 

④ 社会教育関係団体活動への支援強化 

⑤ 学校支援など各種ボランティア活動へ

の参加促進 

 

○ 県社会教育関係団体指導者 

研修会 

○ 女性教育指導者研修会の実施 

４ 家庭の教育 

力の向上 

 

⑴ 家庭教育学級等やＰＴＡ活動の充実 

① 家庭教育に関する学習機会の充実 

 ○ 家庭教育学級の要求課題と必要課題 

  のバランスのとれた学習 

 ○ 入学生説明会での家庭教育の学習 

 ○ 社会教育関係団体と連携した家庭教 

育の充実 

 

 

 

② ＰＴＡと連携した活動の充実 

○ 家庭学習の時間の設定(｢60・90運

動｣の推進) 

○ 「家庭の日」、「食育」、「我が家

の教育の日」、「一家庭・一家訓」の

推進 

○ ｢早寝・早起き・朝ごはん｣運動の推進 

○ 読書活動の推進(１日20分読書運動) 

○ ｢21時以降のノーメディア運動｣の推進 

○ ゲーム・スマホ等の情報通信機器の

安全で安心な利用の徹底 

 

 

○ 家庭教育学級(10)の開設 

○ 家庭教育学級全体研修会 

○ 家庭教育講座の実施(市内全

小・中学校) 

○ 幼児とその保護者を対象と

したあいさつ運動の取組 

○ 市女性連による母親学級・母

親セミナーの開設 

 

○ 市Ｐ連単Ｐ会長会の実施 

(年3回) 

○ 市Ｐ連母親委員会の実施 

○ 市Ｐ連委嘱研究公開の実施 

 

 

○ 21時以降のメディアストップ 

○ 保護者や児童生徒向けの講座

及び講演会等による学習機会

の充実及び啓発活動 

 

５ 人権教育の 

充実 

 

⑴  人権教育の推進 

 ① 広報紙等による啓発の促進 

 ② 学習機会の提供 

③ 関係各課や関係機関との連携 

 

⑵ 社会教育における人権に関する学習・啓

発活動の推進 

 

○ 人権に関する啓発チラシの

配布 

 

 

 

○ 人権に関する研修会の実施 

○ 家庭教育学級等での学習 

６ 読書活動の推 

 進 

⑴ 読書活動の推進 

① 読書に親しむ環境の充実  

ア 家庭・地域における読書活動の推進 

イ 市立図書館等における子どもの読書 

活動の推進 

○ 市図書館協議会 

○ 第５次市子ども読書活動推

進計画の展開 

○ 読書活動推進事業 

・ブックスタート 
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② 子どもの読書活動への理解と啓発活動 

の推進 

ア ｢子ども読書の日｣等を中心とした広 

報啓発 

イ 各種関連情報の収集・提供 

 

 

 

⑵ 図書館の充実 

① 利用しやすい環境の整備 

 

 

 

 

 

 

② 図書資料の充実 

③ キッズコーナーの充実 

④ 郷土コーナーの充実  

⑤ 図書館利用者拡大のための広報活動の 

充実と移動図書館車、宅配及び団体貸出 

等のサービス向上 

⑥ 司書等の研修の充実 

⑦ ｢英語のまちづくり事業｣の推進 

 

 

⑶ 読書推進関係団体との連携強化 

① 読書活動研修会の開催 
② 相互貸借等を推進するための県及び 
県内公共図書館との連携・協力 

 ③ 市内学校図書館との連携及び運営等に

関する研修 
 ④ ボランティアグループ、親子読書グル 

ープ等との連携・協力 
 

・本の通帳配布 

・「私の」「我が家の」推し本紹

介事業 

○ お話し会等の実施 

○ １日 20 分読書運動の推進 

○ 子どもと一緒に読書の日の広報 

○ 図書館ホームページ及びＳ

ＮＳの活用 

○ 読書マラソンイベントの実

施 

○ 図書館まつりの開催 

○ 図書館だよりの発行 

 

○ ＩＣＴ機器活用の推進 

○ 児童生徒への読書・学習支援

の充実 

○ 企画展示の実施 

○ 連携中枢都市相互貸借サービス 

○ 図書館システムの活用促進 

○ 図書資料の購入 

 

○ 郷土資料の収集 

○ 移動図書館車による貸出 

○ 宅配事業 

○ 雑誌スポンサー制度の導入 

○ 司書等の研修会の開催 

○ 英語に関する本の紹介 

○ 英語本の購入 

 

○ 各種研修会への参加促進 

○ 県・地区図書館協会 

 

 

○ 学校司書との連携 

○ 市読書グループ連絡会の育成と

連携 

７ 文化芸術活動

の充実 

⑴ 文化芸術活動の促進 

① 利用しやすい環境の整備 

 

② 市文化祭の開催 

 

 

③ 文化協会･芸術文化団体との連携と創 

作活動の促進 

○ 市民文化センター維持管理修繕 

○ アクアホール維持管理修繕 

・非常用発電機取替修繕 

○ 市文化祭 

・舞台発表(11/1) 

・作品展示(11/3～11/8) 

○ 自主文化事業の開催 

・音楽のつどい他 
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④ 文化芸術の鑑賞及び発表機会の拡充 

 

 

 

⑤ 地域に根ざした個性ある文化活動の推進 

 

⑵ 地域文化の継承・発展 

① 文化財少年団の育成 

② 郷土芸能保存会の振興・支援 

 

 

 

 

 

③ 地域文化の広報・周知 

 

 

④ 冠嶽園の活用の促進 

○ 市町村による青少年劇場 

○ 学校における文化芸術鑑

賞・体験推進事業 

○ 青少年のための芸術鑑賞事業 

○ 各文化活動の支援(後援等) 

 

 

○ 文化財少年団への活動補助  

(川上踊、羽島太鼓、平江棒踊) 

○ 郷土芸能保存継承モデル事

業（高校生郷土芸能サポータ

ー事業） 

○ 郷土芸能保存会の運営補助 

○ 郷土芸能保存会意見交換会 

○ 広報紙等を活用した広報・ 

周知 

○ 黎明の地ふるさと短歌大会 
○ 冠嶽園周辺ビジョン策定事

業  

 

８ 文化財の保

存・活用 

 

⑴ 文化財愛護思想の高揚と郷土学習の推進 

      

  

⑵  指定文化財・歴史民俗資料の保存・管

理と活用 

 

⑶ 文化財等の整備と活用 

  

⑷ 郷土資料室の活用促進 

 

⑸ 郷土史料の収集 

 

○ 出前講座事業 

○ 関係団体等との連携 

 

○ 文化財保護審議会 

○ 日本遺産「串木野麓」活用 

○ 日本遺産シンポジウム 

○ 指定文化財標柱、看板等作

成及び修繕 

○ 市来湊の歴史文化を活かし

た地域の魅力創出事業 

○ 郷土資料室の整備及び公開 

○ 文化財等調査保存事業 
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市民スポーツ課 

１ 基本方針 

 市民が、「いつでも、どこでも、いつまでも」生涯にわたり親しめるスポーツ等を推進するとともに、

競技団体等との連携を深めながら競技力の向上を図り、生涯スポーツ社会の実現に努めます。また、総

合体育館をはじめ社会体育施設の利用促進を図ります。 

 

２ 重点施策 

重 点 事 項 努   力   点 推 進 事 業 等 

 

１ 指導体制の

整備充実 

 

(1)  スポーツ推進委員の専門性の向上と自

主的活動への支援 

 

 

 

 

(2)  社会体育有志指導者の発掘と有効活用 

 

(3)  スポーツ及びレクリエーション関係団

体との連携促進 

 

(4)  各種講習会・研修会等への積極的参加 

 

 

○ 市スポーツ推進委員研修会 

○ 地区スポーツ推進委員協議会研修 

 会 

○ 県スポーツ推進委員研究大会 

○ スポーツ推進委員及び生涯スポー

ツ担当者等研修会 

○ スポーツ教室の実施 

 

○ スポーツ推進審議会 

 

 

２ 生涯スポー

ツの充実 

 

 

(1)  マイライフ・マイスポーツ運動の推進 

① 各種健康づくり運動の促進      

○ 各種スポーツ行事・大会等の充実 

 

② 各種スポーツ教室の充実及びニュース

ポーツの普及 

 

 

 

(2) 地域等におけるスポーツ活動の促進 

 

 

 

○ 「マイライフ・マイスポーツ運動」

の啓発 

○ 市民スポーツ大会（10/11） 

○ 市地区対抗駅伝競走大会（11/22） 

○ キッズスポーツ塾 

○ 健康づくり･体力維持向上を目的

としたスポーツ教室 

 

 

○ スポーツ推進委員による指導 

○ ニュースポーツの出前講座及び用

具の貸出等 

 

 

３ 競技団体と

の連携強化と

競技力の向上 

 

(1)  スポーツ協会･スポーツ少年団との連携

強化 

 

 

 

 

○ 県･地区スポーツ協会等への協力 

○ スポーツ協会所属団体との連携に

よるスポーツ教室（水泳教室等）の

実施 

○ スポーツ少年団の紹介チラシ作成 

○ 競技種目団体主催大会等への協

力・支援 
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重 点 事 項 努   力   点 推 進 事 業 等 

  

(2) 学校体育・運動部活動との連携 

① 部活動の地域展開に係る体制整備に向 

けた連携 

 

② 学校及び地域部活動指導者との連携 

 

⑶ 指導者の育成とスポーツ人口の拡大並び

に競技力向上 

 

 

 

 

 

○ 市内中学校における休日部活動の

地域展開へのサポート 

 

 

 

○ 指導者育成研修会等の啓発 

○ 全国大会等に出場する個人・団体

への支援 

 

 

 

４ スポーツ･

健康情報の提

供 

 

(1)  スポーツ及び健康に関する情報等の提

供 

 

 

 

 

○ スポーツ推進委員たより「こんに

ちはスポーツ推進委員です」の発行 

○ 広報紙やホームページなどを利用

した情報発信 

○ スポーツカレンダーの作成 

 

 

５ 各種スポー

ツ施設の整備

充実 

 

(1)  総合体育館、庭球場をはじめとする市内

社会体育施設の利用促進 

  

(2)  学校体育施設開放事業の促進 

 

(3) 各社会体育施設における計画的な修繕

等 

 

 

○ 各種大会の誘致及び開催 

 

 

○ 学校体育施設開放事業説明会 

 

○ 指定管理者との連携 

○ パークゴルフ場の適切な維持管理

及び修繕 

 

６ 海洋性スポ

ーツの充実 

 

(1)  Ｂ＆Ｇ海洋センター指導員(センター･

インストラクター)の活用 

 

(2)  海洋性スポーツの普及・充実 

 

○ スポーツ教室の実施 

 

○ ジュニアリーダーの育成 

 

(3)  海洋性スポーツ施設の整備充実 

 

○ Ｂ＆Ｇ運営協議会 

○ 指定管理者との連携 

 

 

 

○ 各種教室・大会等の開催や運営に

関する支援 

○ 研修会参加への支援 

 

○ Ｂ＆Ｇ財団助成制度の活用 
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学校給食センター 

１ 基本方針 

栄養バランスのとれた豊かな献立を通して、成長期の児童生徒に必要な食事を提供し、食に 

関する正しい知識と食習慣及び自己管理能力を育てるとともに、食育の推進や地場産物の活用 

による地域の文化や産業に対する理解を深め、児童生徒の健全な心身の発達に資する諸施策を 

推進する。 

  

２ 重点施策 

重 点 事 項 努    力    点 推 進 事 業 等 

１豊かな食事の提

供 

 

(1) 献立の更なる充実と栄養管理 

① 栄養バランスのとれた豊かな食事の提 

供 

 

② 多様な献立の提供 

 

(2) 地場産物の活用 

① 学校給食への地場産食材の活用 

 

 

 

 

② 地場産、県内産の食材を活用した献立

の充実 

○ 学校給食摂取基準充足のための工夫 

○ セレクト給食 

○ アンコール給食(１～３月) 

○ 郷土料理・行事食 

○ バイキング給食（希望校） 

 

○ 地元産米の通年使用 

○ 地元産野菜・果物の使用 

○ 有機野菜の使用 

○ 学校給食地産地消推進事業 

○ 地場産物についての掲示資料作成 

○ 生産者や関係各所との連携推進 

○ 「鹿児島をまるごと味わう学校給

食(１月)」等の実施 

２食育の 推進

（食に関する

指導の充実） 

(1) 栄養教諭、学校と連携した食育の推進 

① 食に関する指導の連携調整 

② 児童生徒への教科・特別活動等におけ

る指導 

③ 給食時間における給食指導 

④ 学校給食を「生きた教材」として活用

した指導 

 

(2) 学校・家庭・地域と連携した取組の推進 

 

 

 

 

 

 

(3）個別的な相談指導の充実 

○ 年間指導計画の作成 

○ ティーム・ティーチング等による

授業の実施 

○ 給食残食調査の実施と結果の活用 

○ 地元の生産者と連携した食育の推

進 

 

 

○ 学校、保護者、生産者等の研修受

入れ及び試食会 

○ 児童生徒との交流給食の実施 

○ 「給食に関するアンケート」や

「食生活に関する実態調査」を活用

した食育の推進 

 

○ 食物アレルギー実態調査(４月)、

面談及び食物アレルギー対応食(除

去食・代替食)の実施 

○ きゅうしょく通信、献立ひとくち

メモ等の発行 

○ 市ホームページへの掲載 

○ 学校給食に関する作品展示 
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重 点 事 項 努    力    点 推 進 事 業 等 

３衛生管理の徹

底 

(1) 学校給食における衛生管理の徹底 

① 学校給食従事者の意識の高揚 

② 食品衛生管理体制の徹底  

③ 食中毒などの発生時の適切な対応と迅

速な連絡体制の確保 

④ 納入業者等の衛生管理指導等管理体制 

の充実 

○ 学校給食衛生管理基準及び大量調

理施設衛生管理マニュアル等の遵

守、徹底 

○ 物資納入業者への衛生管理指導及

び立入指導等 

４管理運営体制

の強化・充実

等 

 

 

(1) 関係機関・団体との連携強化、充実 

 

 

 

 

(2) 民間事業者との連携強化  

 

 

(3) 子育て世帯の経済的負担の軽減 

○ 学校給食センター運営委員会 

○ 学校給食会 

○ 給食専門委員会 

○ 給食担当者会 

 

○ 調理・配送等業務委託 

○ パン加工工場委託 

 

○ 学校給食費無償化事業 
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【資料編】 





- 32 - 
 

い ち き 串 木 野 市 の 教 育 
 

    いちき串木野市第２次総合計画の基本理念である『住み続けたいまち 住んでみたい 

   まちづくり』を実現するため、教育の基本理念や取り組む施策などを示した「いちき串 

木野市教育大綱」を見直し、今後５年間に取り組む施策を第４期いちき串木野市教育振 

興基本計画に位置付けて推進します。 

 

いちき串木野市第２次総合計画 

【 基本理念 】  『住み続けたいまち 住んでみたいまちづくり』 

【将来都市像】 ～ひとが輝き 文化の薫る 世界に拓かれたまち～ 

【 基本方針 】 

      ①市民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』 

      ②健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 

      ③世界で羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 

      ④利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 

【分野別振興方向】 

      （１）コミュニティ  （４）保健・医療・福祉  （７）社会基盤 

      （２）行財政     （５）教育文化  

      （３）生活環境    （６）産業経済 

         

 

 

 

いちき串木野市教育大綱 
 

【基本理念】  ～「認め」「支え」「学び」ともに未来を創る人づくり ～ 

 

基本目標（目指す姿） 

１ 多様な人々を認め、協働して支え合い、自ら学び、考え、行動する力を備えた 

児童生徒 

２ 伝統と文化を尊重し、互いの人格を認め、支え合い、生涯にわたって様々な活 

動や学習に取り組み、自己実現を目指す市民 

 

 

 

 第４期 いちき串木野市教育振興基本計画 [R7～R11] 
 

 

 国の教育振興基本計画 

第４期 [R5～R9] 

県の教育振興基本計画 

第４期 [R6～R10] 
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いちき串木野市教育大綱 

令和７年２月 

 

 

１ 大綱の位置付け 
本大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 1 条の３の規定に基づ

き、いちき串木野市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱と

して定めたものです。 

 

 

２ 対象期間 
令和７年度から令和 11 年度まで（2025～2029 年度）の 5 年間とします。 

 

 

３ 基本理念 
「「認認めめ」」「「支支ええ」」「「学学びび」」ととももにに未未来来をを創創るる人人づづくくりり  

  

基本目標（目指す姿） 

１ 多様な人々を認め、協働して支え合い、自ら学び、考え、行動する力を備えた

児童生徒 

２ 伝統と文化を尊重し、互いの人格を認め、支え合い、生涯にわたって様々な活

動や学習に取り組み、自己実現を目指す市民 

 

 

４ 教育の取組における視点 
（（１１））時時代代をを超超ええてて変変わわららなないい価価値値ののああるるもものののの尊尊重重  
       
（（２２））社社会会のの変変化化をを乗乗りり越越ええ、、未未来来のの社社会会のの創創りり手手ととななるる資資質質・・能能力力のの育育成成  

 
（（３３））生生涯涯をを通通じじてて一一人人一一人人がが幸幸せせやや生生ききががいいをを感感じじるるここととののででききるる教教育育環環境境づづくくりり  

 
（（４４））学学校校・・家家庭庭・・地地域域・・企企業業・・大大学学等等のの積積極極的的なな連連携携・・協協働働  
       
（（５５））郷郷土土のの教教育育的的なな伝伝統統やや風風土土のの活活用用とと未未来来へへのの継継承承  
       
（（６６））教教育育デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン（（DDXX））のの推推進進  
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５ 教育施策の方向性 
基本目標の実現のために今後５年間に取り組む施策の方向性を以下の５点に整理します。 

ⅠⅠ  おお互互いいのの人人格格をを尊尊重重しし、、豊豊かかなな心心とと健健ややかかなな体体をを育育むむ教教育育のの推推進進  

○  社会生活を送る上でもつべき最低限の規範意識を養う 

○ 法やきまりを遵守し行動できる人間を育てる 

○  他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性やたくましく生きるための健康や 

体力を育む 
  

 具体的な施策 

① 道徳教育の充実         ⑥ 文化活動の推進  

② 生徒指導の充実         ⑦ 食育の推進 

③ 人権教育の充実         ⑧ 体力・運動能力の向上 

④ 体験活動の充実         ⑨ 健康教育の充実 

⑤ 子どもの読書活動の推進 

ⅡⅡ  未未来来のの社社会会のの創創りり手手ととななるる資資質質・・能能力力をを伸伸ばばしし、、社社会会でで自自立立すするる力力をを育育むむ教教育育のの推推進進  

○ 自ら学び、考え、主体的に判断、行動し、よりよく問題を解決する能力を育む教育の 

推進 

○ 伝統や文化を尊重し、郷土を愛する態度を養うことや望ましい勤労観・職業観を身に 

付けさせる 

○ 環境教育や情報教育などの社会の変化に対応した教育の推進 

○ 障害の状態や教育的ニーズに応じる特別支援教育の推進 
 

具体的な施策 

① 確かな学力の定着        ⑦ 国際理解教育の充実 

   ② 特別支援教育の推進       ⑧ 消費者教育の充実 

   ③ キャリア教育の推進       ⑨ 主権者教育の充実 

   ④ 幼児教育の充実         ⑩ 社会の変化に対応した教育の推進 

   ⑤ 郷土教育の推進         （ア）環境教育 

   ⑥ 教育の情報化の推進       （イ）福祉教育・ボランティア活動 

ⅢⅢ  信信頼頼さされれ、、地地域域ととととももににああるる学学校校づづくくりりのの推推進進  

○ 「次世代の学校」として、学校と地域が連携・協働し、学校を核として地域を活性化 

○ 信頼される学校づくりのための、教職員の資質向上や安全・安心な環境づくり 
 

具体的な施策 

① 開かれた学校づくり       ⑤ 教職員の資質向上 

   ② 学校運営の充実         ⑥ 安全・安心な学校づくり 

   ③ 学校における働き方改革の推進  ⑦ 教育環境の整備・充実 

   ④ 小規模校教育の振興 

ⅣⅣ  地地域域全全体体でで子子どどももをを守守りり育育ててるる環環境境づづくくりりのの推推進進 

○ 全ての市民が地域社会全体で子供を守り育てる 
 

具体的な施策 

① 地域を支える次世代の人づくり  ③ 家庭教育支援の充実 

   ② 地域ぐるみでの安全・安心な環境づくり 

ⅤⅤ  生生涯涯をを通通ししてて学学びび活活躍躍ででききるる環環境境づづくくりりととススポポーーツツ・・文文化化のの振振興興  

○ 「いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツに親しむことができる環境づくり 

○ 郷土の伝統文化や文化財を守り育て、様々な芸術に親しむ 
 

具体的な施策 

① 生涯学習環境の充実       ④ 文化芸術活動の促進と鑑賞機会の充実 

   ② 生涯スポーツの推進       ⑤ 地域文化の継承・発展と地域づくりの活用 

   ③ 競技スポーツの推進       ⑥ 文化財の保存・活用 
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いいちちきき串串木木野野市市のの人人口口

男 女 総数

平成12年 12,754 15,747 18,519 34,266 2.7

平成17年 12,684 15,329 17,664 32,993 2.6

平成22年 12,315 14,480 16,664 31,144 2.5

平成27年 12,159 13,609 15,673 29,282 2.4

令 和 2 年 11,974 12,742 14,748 27,490 2.3

令 和 7 年 13,114 12,120 13,431 25,551 1.9

男 女 総数 世　帯 人　口 世　帯 人　口

世帯 人 人 人 世帯 人 世帯 人

冠　　岳 112 83 88 171 109 163 3 8

生　　福 546 558 581 1,139 561 1,179 △ 15 △ 40

上　　名 1,574 1,738 1,800 3,538 1,558 3,497 16 41

大　　原 1,333 1,254 1,344 2,598 1,344 2,623 △ 11 △ 25

中　　央 1,581 1,410 1,442 2,852 1,607 2,914 △ 26 △ 62

本　　浦 1,115 891 1,079 1,970 1,137 2,039 △ 22 △ 69

野　　平 473 394 454 848 440 833 33 15

照　　島 2,447 2,177 2,435 4,612 2,436 4,698 11 △ 86

旭 225 174 213 387 229 395 △ 4 △ 8

荒　　川 129 107 120 227 133 238 △ 4 △ 11

羽　　島 737 622 681 1,303 754 1,361 △ 17 △ 58

川　　南 606 490 597 1,087 619 1,122 △ 13 △ 35

川　　北 682 643 756 1,399 691 1,430 △ 9 △ 31

湊 777 742 860 1,602 766 1,609 11 △ 7

湊　　町 505 494 555 1,049 512 1,047 △ 7 2

川　　上 217 184 203 387 218 403 △ 1 △ 16

合　　計 13,059 11,961 13,208 25,169 13,114 25,551 △ 55 △ 382

　 　 　

　　１１　　人人口口のの推推移移（（国国勢勢調調査査））

年　次 世帯数
人　　　口 1世帯

あたり
人員

備　　　考

合併前の旧市町分の合算

合併前の旧市町分の合算

 

※3月末日現在の住民基本台帳人口

‐35‐

　　２２　　地地区区別別世世帯帯　　・・  人人口口（（住住民民基基本本台台帳帳））
令和8年3月31日現在

地区名 世帯数
人　　　口 前年3月末 増　　　　減
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○令和8年度 一般会計当初予算

（単位：千円）

　 地方交付税 市　　　税 国庫支出金寄 附 金 県 支 出 金 そ　の　他 合　　　計
金　　　額 5,250,000 3,021,724 2,560,523 2,001,003 1,522,586 4,348,164 18,704,000
構成比率 28.1 16.3 13.7 10.7 8.1 23.1 100

地 方 譲 与 税 145,526

利子割交付金 14,478

配当割交付金 12,987
株 式 等 譲 渡
所得割交付金 17,714

法 人 事 業 税
交 付 金 41,977

地 方 消 費 税
交 付 金 744,560

環 境 性 能 割
交 付 金 450

地 方 特 例
交 付 金 43,372

交通安全対策
特 別 交 付 金 2,000

分 担 金 及 び
負 担 金 37,423

使 用 料 及 び
手 数 料 157,703

財 産 収 入 71,473

繰 入 金 1,847,985

繰 越 金 80,000

自主財源 7,400,427 39.6% 諸 収 入 183,116

依存財源 11,303,573 60.4% 市 債 947,400

（単位：千円）

　 民　生　費 総　務　費 衛　生　費 公　債　費 土　木　費 教　育　費 そ　の　他 合　　　計
金　　　額 5,352,134 4,175,423 2,487,748 1,855,637 1,560,953 1,451,730 1,820,375 18,704,000
構成比率 28.6 22.3 13.3 9.9 8.3 7.8 9.7 100

議 会 費 162,616

労 働 費 21,756

農林水産業費 524,215

商 工 費 437,983

消 防 費 595,805

災 害 復 旧 費 68,000

予 備 費 10,000

○令和８年度 一般会計・特別会計当初予算 （単位：千円）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 703,740

合　　　　　計 26,500,457

一 般 会 計 18,704,000

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,346,342

介 護 保 険 特 別 会 計 3,746,375

教　育　財　政

【 歳入 】

その他の内訳

【 歳出 】

その他の内訳

地方交付税

28.1%

市 税

16.3%

国庫支出金

13.7%

寄附金

10.7%

県支出金

8.1%

そ の 他

23.1%

民 生 費

28.6%

総 務 費

22.3%
衛 生 費

13.3%

公 債 費

9.9%

土 木 費

8.3%

教 育 費

7.8%

そ の 他
9.7%
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（単位；千円）

予　算　額 予　算　額

１ 395,486 ５ 192,414

(１) 教 育 委 員 会 費 2,232 (１) 社会教育総務費 85,469

(２) 事　 務　 局　 費 110,551 (２) 文　化　振　興　費 21,899

(３) 教職員住宅管理費 1,679 (３) 文化施設管理費 33,872

(４) 教　育　振　興　費 259,038 (４) 公　 民　 館　 費 7,363

(５)
語学指導外国青年
招致事業費

21,986 (５) 図　 書　 館　 費 38,158

２ 147,416 (６) 青 少 年 教 育 費 5,653

(１) 学　校　管　理　費 138,648 ６ 528,910

(２) 教　育　振　興　費 8,768 (１) 保健体育総務費 61,977

３ 154,432 (２) 学校保健体育費 20,053

(１) 学　校　管　理　費 140,945 (３) 体育施設管理費 187,124

(２) 教　育　振　興　費 13,487 (４)
学校給食センター
管理費

259,756

４ 33,072 1,451,730

(１) 幼　　稚　　園　　費 33,072

 

○○  令令和和88年年度度　　教教育育予予算算((当当初初））

項　　　　目 項　　　　目

教　育　総　務　費 社　会　教　育　費

小　　学　　校　　費

保　健　体　育　費

中　　学　　校　　費

幼　　稚　　園　　費 教　育　費　　　合　計

‐37‐
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教教  育育  総総  務務  課課  関関  係係  

  

１１．．薩薩摩摩ススチチュューーデデンントト奨奨学学ププロロググララムム  

薩摩藩英国留学生のように、本市で育った子ども達が安心して勉学に学ぶことを

支援し、将来本市に戻り、ふるさとの未来のために活躍することを応援する奨学プロ

グラム。 

 

(1)薩摩スチューデント奨学ローン 

いちき串木野市と協定を締結した金融機関が提供する低金利の奨学ローン 

・貸与額 ……… 高校生等・・・・月額３万円（最大 108 万円） 

          大学生等・・・・月額５万円（最大 240 万円） 

・利  率 … 経済情勢に応じて設定 

・返済期間 … 10 年間 

※奨学金ではなく金融機関のロ－ンなので、申込み期間は設定されていません。 

 年間を通して、必要な時にいつでも申し込みができます。 

 

(2)奨学金返還支援制度 

制度名 
薩摩スチューデント奨学ローン 

返還支援制度 

若者定住促進奨学金 

返還支援制度 

対象 

奨学金 
薩摩スチューデント奨学ローン 

日本学生支援機構、鹿児島県育英財団の 

奨学金等 

助成額

と 

対象者 

〇利子 

・全員を対象 

・利子返済額を翌年度に助成 

〇元金 

・学校卒業後 10 年以内に本市に 

居住し、県内企業に就職した方 

・元金返済額を翌年度に助成 

〇薩摩スチューデント交流事業に 

参加した方 

〇利子・元金 

・学校卒業後本市に居住もしくは 

3５歳未満で本市に戻り居住した方 

・返済額を翌年度に助成 

（奨学金の返還が完了するまでか、奨励金の 

総額が 300 万円に達するまで 

 ・市内就職 上限年間 30 万円 

※ 市内で起業し、事業を営んでいる方 

を含みます。 

 ・市外就職 上限年間 15 万円） 

 

(3)薩摩スチューデント交流事業 

  市内企業等と連携し、学生との情報交換イベント等を企画。 

 
 ※交流事業に参加いただくことが、奨学ローン返還支援を受けるための必須条件となります。 
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(1) 遠距離通学費補助

円 人

円 人

円 人

円 人

注）当初予算数値

(2) 遠距離通学費補助支給児童生徒数

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

(3) スクールバス運行
・

・
・
・
・
・
・ 通学支援に係る費用の徴収
・ 串木野西中学校閉校
・

○
注）特認校生送迎分を含め年44,062,480円

○ 串中スクールバス、川上小特認校生送迎バス利用児童生徒数(人)
【令和8年4月 串中、羽中、生冠中、西中を統合】

※特認校（）は、バス送迎利用者数

○ 西中スクールバス、タクシー乗車特認校児童生徒数（人）【令和8年3月 西中閉校】

※（）は、バス、タクシー送迎利用者数

(4) 就学援助(要保護準要保護)児童生徒数

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

注）要保護者は受給者を計上。

令和2年4月
令和8年3月

２２．．就就学学補補助助

区　分 通学距離 年補助費

小学校 6 7 7

児童生徒数
（見込）

学校別児童生徒数
（見込）

R8
年
度

小学校
４km以上６km未満 10,000 1 川上小1

６km以上 20,000 4 羽小3、転入1

中学校
４km以上６km未満 10,000 6 市中5、転入1

６km以上 20,000 3 市中2、転入1

区分 R3 R4 R5 R6 R7

6 6

中学校 9 6 6 6 8

昭和47年4月 串木野西中学校授業開始に伴い、旭・荒川校区の通学生に対し、
市でスクールバスを運行開始。

昭和58年4月 市のスクールバスを廃止し，民間業者にバス運行を委託。
平成16年4月 荒川小学校特認校生の送迎にスクールバスの利用を開始。
平成21年4月 旭小学校特認校生の送迎にスクールバスの利用を開始。
平成25年10月 部活動生用スクールバス運行のため、1便増便。
平成27年9月 土曜授業開始により運行回数の増。

令和8年4月 新串木野中学校の開設に伴い、旧串木野西・旧羽島・旧生冠中学校
区の通学生に対し、市でスクールバスを運行開始。

委託料 年額 38,714円 (令和8年度)

串中スクールバス 川上小
特認校
生送迎
バス

特認校
計

串中 特認校 バス
利用羽島 荒川・旭 生福 小計 旭小 荒川小 小計

R8 21 12 28 61 18(13) 3(3) 21(16) 77 11(10) 32(26)

年度 スクールバス 旭小 荒川小 小計 バス計 川上小 特認校生

R7 16 16(10) 3(3) 19(13) 29 13(12) 32(25)

R6 17 18(11) 5(5) 23(16) 33 15(14) 38(30)

R5 11 15(10) 11(11) 26(21) 32 14(13) 40(34)

R4 11 12(11) 12(12) 24(23) 35(34) 20(15) 44(38)

区分 R3 R4 R5 R6 R7

小学校 339 320 298 242 244

192 188 215 194 184

‐39‐

計 531 508 513 436 428

中学校
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３３．．学学校校ごごとと児児童童・・生生徒徒数数

（令和8年5月1日現在）

特 特 特 特 特 特 特

7 7 6 3 6 8 37 526

5 23

4 1 4 2 6 3 20 130

4 10

1 1 27

1 4

1 1 30

1 4

1 2 3 40

2 6

0 8

0 2

3 6 2 6 2 4 23 213

4 11

2 2 24

1 4
14 16 16 11 14 16 87 998

18 64

特 特 特 特

8 10 13 31

5

3 3 4 10

2
11 13 17 41

7

４４．．園園児児・・児児童童・・生生徒徒数数のの推推移移

(1) 幼稚園児総数 （各年度5月1日現在）

人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人
※ 私立幼稚園が、平成28年度から２園、令和元年度から1園が認定こども園になったため総数から除外。

(2) 公立小中学校児童生徒数 （各年度5月1日現在）

人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人1,712 1,625

‐40‐

計 2,002 1,935 1,868 1,858 1,790

1,036 998

中学校 645 657 649 684 678 676 627

小学校 1,357 1,278 1,219 1,174 1,112

16 9

区　分 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

計 46 37 28 30 19

1 5

5歳児 22 10 9 15 7 11 1

4歳児 10 15 14 5 11

R7 R8

3歳児 14 12 5 10 1 4 3

区　分 R2 R3 R4 R5 R6

小・中学校　合計 1,625
6 6 6 18 25

計
177 202 207 586 627

167 177

2 2 2 6 8

450

4 4 4 12 17
中
学
校

串木野中
131 139 149 419

市来中
46 63 58

１年 ２年 ３年 小計
合計

普 普 普 普

163 911

9 7 9 6 9 6 46
計

140 134 154 157 163

4 22

1 1 1 3
川上小

4 4 5 1 4

36 190

1 1 1 1 1 2 7
市来小

32 24 33 33 32

3 8

1 1 2
荒川小

1 2 2

6 37

1 1 1 1 4
生福小

4 7 7 5 8

9 29

1 1 1 3
旭小

5 2 2 7 4

1 1 3

6

羽島小
3 2 5 4 5 7 26

1

18 21 18 110

1 1 1 1 1 1

89 80 489

3 3 3 3 3 3 18

小
学
校

串木野小
73 78 82 87

照島小
19 16 18

合計
普 普 普 普 普 普 普

【上段】児童生徒数
【下段】学級数

【特】特別支援児童生徒数
【特】特別支援学級数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 小計

－ 40 －
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55．．通通学学区区域域  

いちき串木野市立小学校・中学校の通学区域 

学校名 通学区域（町名） 

串木野小学校 

大薗、小薗、河内、浅山、麓、袴田、浜ヶ城、薩摩山、日出町、 

住吉町、高見町、桜町、大原町、昭和通、中尾町、曙町、春日町、 

旭町、元町、栄町、京町、汐見町、西塩田町、東塩田町、北浜町、 

本浜町、港町、西浜町、浦和町、新生町、小瀬町、御倉町、 

美住町（１番地から64番地まで）、三井、平江、野元、深田下、 

西薩町、まぐろ本町 

照島小学校 
美住町（65番地以降）、東島平町、西島平町、長崎町、塩屋町、 

緑町、海瀬、八房、別府、照島、ひばりが丘、恵比須町 

羽島小学校 羽島、愛木町、口之町、浜田町 

旭小学校 深田上、野下、金山下、金山、芹ケ野 

生福小学校 生福、冠嶽 

荒川小学校 荒川 

市来小学校 湊町、川上（１番地から506番地まで）、大里 

川上小学校 川上（507番地以降） 

串木野中学校 
串木野小学校及び照島小学校、羽島小学校、旭小学校、生福小学校、

荒川小学校の通学区域 

市来中学校 市来小学校及び川上小学校の通学区域 
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１１．．いいちちきき串串木木野野市市ににああるる学学校校 令和８年５月１日現在

県 費 市 費

牧之瀬 陽一 林 雅 也 526 ( 37 ) 23 ( 5 ) 34 9

福元 健一郎 松 尾 仁 志 130 ( 20 ) 10 ( 4 ) 17 5

岩 戸 孝 夫 安 藤 忍 27 ( 1 ) 4 ( 1 ) 8 3

福 元 親 視 楠 生 久 美 30 ( 1 ) 4 ( 1 ) 8 3

山 田 将 司 松野下 智裕 40 ( 3 ) 6 ( 2 ) 11 3

下 村 悦 蔵 切 通 克 予 8 2 5 2

田 口 太 介 馬 場 章 子 213 ( 23 ) 11 ( 4 ) 17 6

右 田 初 美 白 尾 智 仁 24 ( 2 ) 4 ( 1 ) 8 3

998 ( 87 ) 64 ( 18 ) 108 34

内 薗 博 之 － 129 6 6

129 6

1,127 ( 87 ) 70 ( 18 )

真 茅 孝 洋 久 保 省 治 450 ( 31 ) 17 ( 5 ) 37 6

小 田 敬 介 堂 園 哲 郎 177 ( 10 ) 8 ( 2 ) 21 4

627 ( 41 ) 25 ( 7 ) 58 10

西牟田 隆廣 牧 哲 史 204 6

204 6

831 ( 41 ) 31 ( 7 )

立 森 秀 行 小 園 淳 子 127 5 23

米 澤 瑞 代 廣 瀬 将 孝 143 9 54

吉 永 輝 彦
平 田 和 史
川 﨑 幹 也

1,387 43

竹 元 真 樹 神 村 哲 也 731 －

2,388 57

専
門

私
立

神 村 慎 二

松 ケ 野 透
黒 木 辰 朗
渡 裕 一
吉 野 慶 子
中 森 健 二

326 14

特
別
支
援

県
立

堀 恵 子
山之口 和孝
初村 多津子

263 # 55 151

田 口 太 介 馬 場 章 子 9 1 4

28 3

藤田 はつほ 青 野 裕 樹 18 1

18 1

46 4

区分 学 校 名 校 長 （ 園 長 ）
教 頭
（副園長・部長）

児童数等 （ ）
特別支援再掲

学 級 数
（ ）特別支援
再 掲

教 職 員 数

小
　
　
　
学
　
　
　
校

市
立

串 木 野

照 島

羽 島

旭

生 福

荒 川

市 来

川 上

小　　　　　　計

私
立

神 村 学 園 初 等 部

小　　　　　　計 0

神 村 学 園 高 等 部
（看護学科専門課程含む）

小　学　校　計 142

中
　
　
学
　
　
校

市
立

串 木 野

市 来

小　　　　　　計

私
立

神 村 学 園 中 等 部

小　　　　　　計 0

中　学　校　計 68

高
校

県
立

串 木 野 高 等 学 校

市来農芸高等学校

私
立

私
立

友 愛 幼 稚 園

小　　　　　　計

神 村 学 園 高 等 部
（ 通 信 制 課 程 ）

高　等　学　校　計 77

神 村 学 園 専 修 学 校

0

幼　稚　園　計 5

学学　　　　校校　　　　教教　　　　育育　　　　課課　　　　関関　　　　係係

串木野特別支援学校

幼
　
稚
　
園

市
立

市 来 幼 稚 園

小　　　　　　計 5

-42-
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22．．中中学学校校卒卒業業生生のの進進路路状状況況

（単位：人）

107 41 6 16 62 232

公立高（全） 72 25 4 4 22 127

私立高 30 10 1 8 29 78

高専 0 2 0 1 2 5

特別支援 2 0 0 1 3 6

公私立高 0 2 0 1 0 3

高専 0 0 0 0 0 0

3 2 1 1 6 13

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

107 41 6 16 62 232

国語 書写 社会 地図 算数 理科 生活

光村 光村 東書 帝国 学図 東書 啓林館

音楽 図工 家庭 保健 英語 道徳

教芸 日文 開隆堂 東書 東書 日文

地理 歴史 公民 地図

光村 光村 教出 東書 帝国 帝国 東書 東書

音楽 器楽 美術 保体 技術 家庭 英語 道徳

教芸 教芸 光村 大修館 東書 開隆堂 東書 東書

生冠 市来 計
区分

進学者

県
内

県
外

通信

中学校
串木野 串木野西 羽島

就職進学者

就職者

専修・各種訓練施設

無業者

卒業者総数

77．．採採択択教教科科用用図図書書

(１) 小学校

教  科

発行者

教科

発行者

(２) 中学校

発行者

教科

発行者

- 43-

教科 国語 書写
社会

数学 理科
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令和８年度 市内各小・中学校・幼稚園の研究テーマと研究協力校 

  いちき串木野市教育委員会  

学校名 校 内 研 究 テ ー マ 研究協力校 

串木野小 
学習者主体の授業実現に向けた学習指導の工夫 

～問いの解決と学習方法の選択による学習意欲の継続を通

して～ 

地区研究協力校「指導方法改

善・教育方法」（R7～R8） 

 

照 島 小 主体的に判断・行動し、命を守る子供の育成 

～地域の災害リスクに応じた防災教育を通して～ 
 

羽 島 小 自分なりの考えをもち、相手と伝え合うことができる児童

の育成 
 

旭   小 
「わかる」「できる」を実感する「学習者主体の授業」を

めざして 

～対話的活動を促す手立ての工夫を通して～ 

地区研究協力校「指導方法改

善・教育方法」（R8～R9） 

生 福 小 
「問い」から始める 

～ボトムアップでつくる教師と子供の新たな学び舎の創造

～ 

 

荒 川 小 学習者が主体となった学びの実現に向けて  

市 来 小 学習者主体の授業の進め方はどうあるべきか 

小中一貫モデル校（R7～R8） 

「学習者主体の授業」実現プ

ロジェクト実践校区 

川 上 小 個別最適な学び・協働的な学びの充実を目指して 

～算数科の学習を通して～ 

小中一貫モデル校（R7～R8） 

「学習者主体の授業」実現プ

ロジェクト実践校区 

串木野中 

「豊かな心を育み、確かな学力を育成するための指導・支

援の在り方」 

～生徒がともに学び合い、支え合う学習集団作りをめざし

て～ 

 

市 来 中 
自ら学び高め合い、心豊かでたくましい生徒の育成 

～「個別最適で、共同的な学びを通した指導法改善」を目

指して～ 

小中一貫モデル校（R7～R8） 

「学習者主体の授業」実現プ

ロジェクト実践校区（R8） 

市来幼稚園 園児の成長・課題を職員間で共有する連携の在り方はどうあれ

ばよいか 
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いいちちきき串串木木野野市市教教育育委委員員会会学学校校訪訪問問実実施施要要綱綱  
 

                            いちき串木野市教育委員会 

１ 趣 旨 

各学校の学校経営全般並びに教育活動の実態を把握するとともに、教育課程の編成・実施、学

習指導、生徒指導、教育方法改善、施設設備の活用等についての問題点等を共同研究し、学校教

育の改善・充実を図るものとする。 

 

２ 実施方法 

 学校の要請若しくは教育委員会の計画等に基づき、学校と事前に打合せの上、実施する。 

 

３ 訪問の方法 

  訪問は、 次の４種類とし、 学校は訪問を受ける態勢を整え、 学校訪問の趣旨が十分生かされ

るように工夫する。 

（１）巡巡回回訪訪問問 

   いちき串木野市教育委員会と鹿児島教育事務所が合同で年度当初(末)計画的に学校を訪問し、 

学校経営等について指導する。 

  ア 方 法 … 市来幼稚園・小・中学校を年度初め(末)に日程に従って訪問する。 

  イ 時 間 … 30分程度 

  ウ 対 象 … 学校長、教頭 

  エ 内 容 … 巡回訪問資料に基づいて説明を受け、学校経営の基本的な諸問題について研究

協議をする。 

  オ その他 … 巡回訪問資料は、 別に定める様式（学校訪問資料）に従い、 指定の期日まで

に提出する。 

（２）計計画画訪訪問問 

   いちき串木野市教育委員会が計画的に学校を訪問し、授業・施設設備等の参観及び学校経営・

学習指導法等について指導する。 

  ア 計画訪問 

  （ア）方 法 … 市来幼稚園・小・中学校を計画された日程に従い訪問する。 

（イ）時 間 … ４時間程度 

（ウ）対 象 … 全教職員 

  （エ）内 容 

    ａ 授業及び施設設備等の参観・・・授業参観の資料として学習指導案（略案） 

Ａ４版(別添様式)を用意。 

    ｂ 表簿等閲覧については、次の表簿及び教育委員会から要請があったものを整理して準  

備しておく。 

＜表簿＞ 

辞令交付簿、職員履歴簿、旧職員履歴書綴り、学校日誌、出勤簿、出席簿、勤務関係承認簿

（研修計画・報告含む）、職員会議録、指導要録（学籍・指導）卒業証書授与台帳、転退学

者名簿、除籍簿綴、校務分掌組織表、出席簿、健康診断票（職員・児童生徒）、保健日誌、

給食日誌（点検簿含む）、学校医執務記録簿、学校薬剤師執務記録簿、安全点検簿、施設設

備利用許可簿、修了証書台帳、日課表、職員名簿、学級（教科）担任表、時間割表、学校沿

革史、学校要覧、就学通知書綴、褒賞名簿 

※初任研、パワーアップ研、ステップアップ研修関係（対象者がいる場合） 

    ｃ 全体会での指導 

  （オ）日程編成に当たっての留意点 

    ａ 原則として平常の校時(表)に従って計画する。 

    ｂ 日程作成に当たっては、１か月前までに当該校と教育委員会学校教育課と打ち合わせて

決定する。 

    ｃ 資料は、訪問の１週間前までに学校教育課へ16部提出する。資料中に学力検査等の結果

分析及びその対策等を含めるが、膨大な量にならないようにする。 
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【訪問資料の内容】 

◇学校経営の重点･･････学校目標、教育課題、児童生徒在籍数、職員構成、校内研修等 

◇学 力 向 上･･････学力の実態、学力向上対策等 

◇生 徒 指 導･･････いじめ・不登校・問題行動等の状況、読書指導等 

◇保健指導・安全指導･････体力・運動能力の実態、う歯の罹患率・治療率、安全指導等 

◇そ  の   他･････信頼される学校づくり、学校評価、特色ある教育活動、PTA活動等  

  イ 管理職研修会 

  （ア）方 法 … 市来幼稚園・小・中学校を計画された日程に従い訪問する。 

（イ）時 間 … 終日または半日 

（ウ）対 象 … 管理職、当該校の教職員（授業参観のみ） 

  （エ）内 容 

    ａ 授業及び施設設備等の参観・・・授業参観の資料として学習指導案（略案） 

Ａ４版(別添様式)を用意。 

    ｂ 学校経営に関する諸問題についての研究協議 

    ｃ 指導及び助言 

  （オ）日程編成に当たっての留意点 

    ａ 原則として平常の校時(表)に従って計画する。 

    ｂ 訪問の日程作成に当たっては、１か月前までに当該校と教育委員会学校教育課と打ち合

わせて決定する。 

（３）要要請請・・随随時時訪訪問問(教科・領域等の指導や生徒指導、職員指導に関する訪問等) 

  ア 方 法 … 市来幼稚園・小・中学校からの要請又は教育上の必要から実施する。 

  イ 時 間 … 任意とする。 

  ウ 対 象 … 全教職員又は関係教職員 

  エ 内 容 … 学校の課題等について、その解決のために指導･助言を行ったり、協議したり

する。 

  オ その他 … 校内研修については、積極的に指導主事を活用する。 

（４）合合同同計計画画訪訪問問  

    いちき串木野市教育委員会と鹿児島教育事務所が合同で計画的に学校を訪問し、授業・施設設

備等の参観及び学校経営・学習指導法等について指導する。 

  ア 方 法 … 各小・中学校を計画された日程に従い訪問する。 

  イ 時 間 … ４～６時間程度 

  ウ 対 象 … 全教職員 

  エ 内 容 …「地区教育行政要覧」による。 

（別添様式） 

 

（   ）科 学 習 指 導 案 

第 学年 組  名 

指導者  

１ 単 元 名   

２ 本時の目標 

３ 指導の実際（ / ） 

学習 
過程 主 な 学 習 活 動 

時間 
（分） 指 導 上 の 留 意 点 
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社社 会会 教教 育育 課課 関関 係係  

 
１．社会教育施設 

（１）市立公民館 
公民館名 面積（㎡） 備  考 公民館名 面積（㎡） 備  考 

中央公民館 979  市来地域公民館 549  
 
（２）視聴覚機材 

番号 品 名 数 番号 品 名 数 番号 品 名 数 
１ ビデオプロジェクター 2 ４ ＤＶＤデッキ 2 ７ テレビ 1 
２ ビデオデッキ 1 ５ 移動式スクリーン 3 ８    －  
３ ＯＨＰ 1 ６ ラミネ－ター 1 ９    －  

 
２．公民館講座 （令和８年５月１日） 

領  域 講 座 名 開 催 会 場 人員 備考 

市 民 講 座 

天吹講座 市 来 地 域 公 民 館 5  
いきいきリフレッシュ３B 体操 市 来 地 域 公 民 館 17  
初心者向けのカメラ講座 市 来 地 域 公 民 館 8  
初めての編み物講座 中 央 公 民 館 10  
ときめき季節の書～文字講座 中 央 公 民 館 10  
暮らしを彩る折り紙講座 市 来 地 域 公 民 館 14  

 
 
 
 

高 齢 者 講 座 
 
 
 
 

冠 岳 い き い き 大 学 冠 岳 交 流 セ ン タ ー 16  
生 福 い き い き 大 学 生 福 交 流 セ ン タ ー 18  
上 名 い き い き 大 学 上 名 交 流 セ ン タ ー 83  
中 央 い き い き 大 学 市 民 文 化 セ ン タ ー 103  
照 島 い き い き 大 学 照 島 交 流 セ ン タ ー 54  
旭 い き い き 大 学 旭 交 流 セ ン タ ー 20  
荒 川 い き い き 大 学 荒 川 交 流 セ ン タ ー 22  
羽 島 い き い き 大 学 羽 島 交 流 セ ン タ ー 22  
土 川 い き い き 大 学 土 川 交 流 セ ン タ ー 9  
市 来 い き い き 大 学 市 来 地 域 公 民 館 45  
川 上 い き い き 大 学 川上小学校  多目的室 16  
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３．指定文化財一覧表 

(１)国指定 

分 類 名     称 所  在  地 指定年月日 保護者・管理者 

民
俗
文
化
財 

無
形
文
化
財 

市来の七夕踊 大里 昭和56.1.28 七夕踊伝承会 

 

（２）国登録 

分 類 名     称   所 在 地 定 年 月 日 保護者・管理者 

有
形
文
化
財 

登
録
有
形
文
化
財 

市来大迫家住宅 湊町 平30.3.27 個人所有 

 
(３)県指定 

分 類 名     称 所  在  地 指定年月日 保護者・管理者 

民
俗
文
化
財 

無
形
文
化
財 

深田神社春祭に伴う芸能 
ガウンガウン祭 野元深田神社 昭和37.10.24 ガウンガウン

祭保存会 
羽島崎神社春祭に伴う芸能 
(田打・船持祝) 
太郎太郎祭 

羽島羽島崎神社   〃 太郎太郎祭保

存会 

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物 

天
然
記
念
物 

仙人岩の植物群落 
キクシノブ・ヤッコソウの自生地 冠嶽 昭和29.5.24 冠岳神社 

史
跡 

来迎寺跡墓塔群 大里 昭和42.3.31 いちき串木野市 

市来貝塚 川上 平成6.3.16 
いちき串木野市 
(その他) 

 
 
(４)市指定 

分 類 名     称 所  在  地 指定年月日 保護者・管理者 

有
形
文
化
財 

工
芸
品 

高麗神社の狛犬１点 野元 昭和42.3.24 個人所有 

冠嶽不動尊 冠嶽   〃 冠岳神社氏子

総代 
アネロイド晴雨計 大里 昭和52.12.15 個人所有 

古
文
書 

冠嶽山鎮国寺頂峯院文書 
並縁起写等４件 

中央公民館 
歴史民俗資料室 昭和43.2.20 個人所有 

串木野士族明細帳(控)    〃   〃 個人所有 

知行名寄帳等５件 浜ヶ城   〃 個人所有 

横目勤御用向覚書一冊 麓 昭和56.12.1 個人所有 
歳徳大神掛軸と由来書 湊町 平成4.6.2 市来神社 
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有
形
文
化
財 

そ
の
他 

｢山之神神社｣の棟札 中央公民館 
歴史民俗資料室 昭和49.4.26 個人所有 

金鐘寺仏像 大里 昭和36.4.1 区有 
西郷南州翁の書 湊町 昭和51.12.24 いちき串木野市 

民
俗
文
化
財 

有
形 

一石並立型田の神 鏑楠 平成6.7.28 鏑楠公民館 
神像型田の神 坂下   〃 個人所有 

無
形 

野元虎とり 野元 昭和53.11.28 野元虎とり保

存会 

羽島南方神社太鼓踊 羽島 昭和62.2.26 羽島南方神社

太鼓踊保存会 
虫追踊 大里 昭和36.4.1 虫追踊保存会 
祇園祭 湊町 昭和36.4.1 祇園祭保存会 
川上踊 川上 昭和42.3.31 川上踊保存会 

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物 

史
跡 

驪龍巌(りりょうがん) 西島平 昭和42.3.24 照島神社宮司 
さつま焼発祥の地 照島(北本壷屋)   〃 いちき串木野市 

留学生渡欧の地 羽島(浜田)   〃 羽島漁港 
大中公の廟 浅山   〃 いちき串木野市 

冠嶽史跡 冠嶽(東嶽)   〃 冠岳神社氏子

総代 
串木野氏の墓 麓 昭和42.11.8 麓公民館長 
北口屋橋 芹ヶ野 平成8.5.17 いちき串木野市 

椿平橋 芹ヶ野   〃 いちき串木野市 
来迎寺跡墓塔群 大里 昭和36.4.1 いちき串木野市 

金鐘寺跡 大里   〃 個人所有 
船着場跡 大里   〃 いちき串木野市 

鍋ヶ城跡と惟宗廣言の墓 大里   〃 区有 
町門の跡 湊町   〃 いちき串木野市 
川口番所跡 湊町   〃 いちき串木野市 
お仮屋跡 湊町   〃 いちき串木野市 
孝子徳右衛門の墓 湊町   〃 いちき串木野市 
お仮屋通用門 湊町   〃 個人所有 
川上城跡 川上 昭和42.3.31 いちき串木野市他 
岩屋観音 湊町 昭和45.3.1 個人所有 
中原の治水溝 大里 昭和56.6.1 区有 
川上中組墓塔群 川上   〃 個人所有 
旧入来邸武家屋敷と古木 麓 Ｈ29.1.24 個人所有 

天
然
記
念
物 

うっがんどんの森 中尾町 昭和49.4.26 いちき串木野市 

十里塚の榎 旭 平成12.7.13 国有地 

蘇鉄 冠岳   〃 冠岳小学校 
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((１１))施施設設のの概概要要

((２２))蔵蔵書書冊冊数数（（RR88年年33月月3311日日現現在在）） 　　

　　

総総記記
哲哲学学
宗宗教教

歴歴史史
社社会会
科科学学

自自然然
科科学学

技技術術 産産業業 芸芸術術 言言語語 文文学学 絵絵本本 小小計計

一一般般 11,,886600 11,,775500 55,,227788 66,,778811 33,,442211 44,,112233 11,,880088 44,,335544 888800 2299,,112222 22 5599,,337799

児児童童 551188 331111 11,,669922 11,,555500 33,,006622 11,,114477 776677 11,,663366 552288 1133,,449977 1144,,443366 3399,,114444

計計 22,,337788 22,,006611 66,,997700 88,,333311 66,,448833 55,,227700 22,,557755 55,,999900 11,,440088 4422,,661199 1144,,443388 9988,,552233

紙紙芝芝居居 ビビデデオオ DDVVDD
CCDD

カカセセッットト
ﾊﾊﾟ゚ﾈﾈﾙﾙ
ｴｴﾌﾌﾟ゚ﾛﾛﾝﾝ

大大型型・・ししかかけけ絵絵本本
（（再再掲掲))

大大型型紙紙芝芝居居
（（再再掲掲））

参参考考図図書書
（（再再掲掲））

文文庫庫
（（再再掲掲））

洋洋書書・・外外国国
絵絵本本（（再再掲掲）） 小小計計 計計（（AA))

一一般般 00 00 00 444400 00 00 00 11,,445500 55,,559999 110044 444400 5599,,881199

児児童童 990022 337799 221188 00 7744 119911 1188 440011 00 221122 11,,557733 4400,,771177

計計 990022 337799 221188 444400 7744 119911 1188 11,,885511 55,,559999 331166 22,,001133 110000,,553366

総総記記
哲哲学学
宗宗教教

歴歴史史
社社会会
科科学学

自自然然
科科学学

技技術術 産産業業 芸芸術術 語語学学 文文学学 絵絵本本 小小計計

一一般般 444488 445544 11,,224455 11,,220044 774411 11,,226688 333377 11,,223333 223344 55,,887755 00 1133,,003399

児児童童 112288 4411 553344 442222 880099 335511 119988 339944 9999 22,,998855 44,,220099 1100,,117700

計計 557766 449955 11,,777799 11,,662266 11,,555500 11,,661199 553355 11,,662277 333333 88,,886600 44,,220099 2233,,220099

紙紙芝芝居居 DDVVDD CCDD
ﾊﾊﾟ゚ﾈﾈﾙﾙ
ｴｴﾌﾌﾟ゚ﾛﾛﾝﾝ

大大型型絵絵本本
（（再再掲掲））

参参考考図図書書
（（再再掲掲））

文文庫庫
（（再再掲掲））

洋洋書書・・外外国国
絵絵本本（（再再掲掲）） 小小計計 計計（（BB))

一一般般 00 00 5511 00 00 220066 994466 99 5511 1133,,009900

児児童童 114444 5500 00 55 4400 6688 00 44 119999 1100,,336699

計計 114444 5500 5511 55 4400 227744 994466 1133 225500 2233,,445599

計計 図図書書費費 蔵蔵書書数数

2255,,116699 11,,339977
((内内寄寄贈贈
118822)) 886644

((内内寄寄贈贈
4488)) 22,,226611 11,,442266 883355 115511..22 44..99 112233,,999955

((３３))主主要要事事業業

・・ブブッッククススタターートト事事業業

　　乳乳幼幼児児のの親親にに絵絵本本をを贈贈呈呈すするるととととももにに読読みみ聞聞かかせせ指指導導ををししてて、、読読書書にに親親ししむむ機機会会ををつつくくるる。。（（RR77年年度度実実績績：：110077人人））

・・移移動動図図書書館館車車貸貸出出

　　図図書書館館のの利利用用がが困困難難なな地地域域をを対対象象にに1122ココーーススをを設設けけ、、月月11回回（（小小学学校校ののみみ月月２２回回））図図書書貸貸出出ををすするる。。

（（令令和和 88年年度度 貸貸出出実実績績：： 77,,886644 冊冊））

--  5500  --

人人口口11人人当当たたりり 蔵蔵書書数数
((AA++BB))一一般般 児児童童

33,,880055,,009988

（（市市来来分分館館））

図図　　　　　　　　　　　　書書

※※図図書書購購入入費費及及びび受受入入れれ冊冊数数（（RR66年年度度））

((単単位位：：人人：：円円：：冊冊))

人人口口
図図　　書書
購購入入費費

受受　　入入　　図図　　書書 除除籍籍
冊冊数数

蔵蔵書書数数
増増減減

市市来来分分館館（（いいちちききアアククアアホホーールル））湊湊町町１１丁丁目目１１００２２番番地地 00999966--2244--88111122

（（図図書書館館））

図図　　　　　　　　　　　　書書

44..図図　　書書　　館館

施施　　設設　　名名　　（（併併設設･･複複合合施施設設）） 所所　　　　在在　　　　地地 電電話話番番号号

図図書書館館（（市市民民文文化化セセンンタターー）） 昭昭和和通通１１３３３３番番地地１１ 00999966--3333--33775555
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５．　地区ごと体育施設（他課所管の施設を含む）とスポーツ推進委員数

（　　） は 面 積 ㎡ ｽﾎﾟｰﾂ

推進

体育館等 屋外施設（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ） 委員

冠岳小（532） 冠岳小（4,231）

プール

生冠中（645） 生冠中（7,921） 多目的グラウンド（34,440）

相撲場、プール 総合体育館(5,824)

生福小（576） 生福小（3,650） 庭球場(人工芝コート　8面)

　 　 パークゴルフ場（36ホール）

串中（889） 串中（16,003）

武道場（750） テニスコート、プール

バスケットコート、弓道場

串小（1,000） 串小（19,377）

プール

中 央 2

本 浦 2

西中（919） 西中（15,100） Ｂ＆Ｇ艇庫(450)

プール Ｂ＆Ｇ体育館・武道館(1,627)

照小（919） 照小（9,174）、プール 串木野体育ｾﾝﾀｰ(1,034)

串高（947）武道館 串高（17,678）、プール

テニスコート、弓道場 Ｂ＆Ｇﾌﾟｰﾙ(50m×7ｺｰｽ 745)

神村学園（1,730） 神村学園（49,059） 幼児プール、流水スライダー

プール

養護（726） 養護（5,500）

旭 旭小（532） 旭小（4,321）、プール 旭運動広場（8,391） 1

荒 川 荒小（532） 荒小（4,680）、プール 1

羽小（781） 羽小（3,669）

羽中（629） 羽中（7,248）、プール ふれんどパーク羽島(農政課)

市来小(804) 市来小(7,102)、プール 市来体育館(1,498)

市来中(1,131) 市来中(17,276)、プール 市来武道館(746)

弓道場、テニスコート 弓道場(6人立)

川 北 川北スポーツ公園(農政課) 2

市農高(948) 市農高(12,400)、プール 市来運動場(18,666)

テニスコート、弓道場

相撲場、柔剣道場

湊 町 いちき秀栄ドーム(954) 1

川 上 川上小(573) 川上小(4,231) 川上運動広場(8,223) 1

川 南 1

湊 2
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野 平 1

照 島 2

羽 島 2

生 福 1

上 名 2

大 原 2

地 区

　　施　　　　　　　　設

備　　考学 　 校　  施　  設
学校外のスポーツ施設等

冠 岳 1
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学学校校給給食食セセンンタターー  
 

１１．．沿沿    革革  

・ 昭和 31 年９月    旧市来町で学校給食が開始される。 

・ 昭和 34 年      旧串木野市で学校給食が開始される。 

・ 昭和 46 年９月    旧市来町で学校給食センター方式による給食が開始される。 

・ 昭和 58 年４月      旧串木野市で学校給食センター方式による給食が開始される。 

・ 平成 14 年４月      市来町で改築を行い、オール電化ドライ方式による給食が開始される。 

・ 令和２年３月 11 日  いちき串木野市立学校給食センター完成 

・ 令和２年３月 31 日  串木野・市来学校給食センターを廃止。 

・ 令和２年４月 7 日  新学校給食センターで民間事業者による給食が開始される。 

  

２２．．施施    設設  

      ○○いいちちきき串串木木野野市市立立学学校校給給食食セセンンタターー  

① 所 在 地  いちき串木野市西薩町 17 番地 42 

② 敷 地 面 積  6,262.68 ㎡ 

③ 建   物  鉄骨造平屋建 

建物面積 給食センター 1,807.11 ㎡ 

     車 庫     162.00 ㎡ 

     電気室      77.00 ㎡ 

④ 建設事業費  約 10 億 5,500 万円 

⑤ 調 理 能 力  1 日 2,500 食 

  

  ３３．．給給食食支支給給状状況況とと給給食食費費  

（1）給食人員と給食費（５月１日現在）  
        区  分 学 校 数 給食人員 給 食 費 備       考 

小  学  校 ８校 1,132 人 月額 5,300 円 児童 997 人，職員 135 人 

中  学  校 ２校 693 人 月額 6,300 円 生徒  627 人，職員  66 人 

幼  稚  園 １園 14 人 月額 3,550 円 園児   9 人，職員   5 人 

給食センター  38 人 月額 5,300 円  

計 11 校園  1,877 人   

 

（2）配送経路 

    配配送送車車（（２２トトンン４４台台・・３３トトンン１１台台））  

区 分 距  離 経            路 

１コース 25 ㎞ 市来幼稚園 → 川上小学校 

２コース 18 ㎞ 照島小学校→ （給セ）→ 串木野中学校  

３コース 20 ㎞ 荒川小学校 → 羽島小学校  

４コース 23 ㎞ 旭小学校 → 生福小学校  

５コース 25 ㎞ 串木野小学校 →（給セ）→ 市来小学校 → 市来中学校 
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平成 令和

17 1

内匠
生樹

羽島小

土川小
長友
定

生福小
前原
壽内

冠岳小

右田
初美

田中
浩

小田
敬介

上村
益生

永野
清三郎

東
健吾

小田
敬介

※平成17年10月11日に串木野市と日置郡市来町が合併し、いちき串木野市となる。

森本信一

摺木直人 山形敏行

村岡由一

岩戸孝夫

福元親視

山田将司

下村悦蔵

田口太介

真芽孝洋

羽島中 塩屋純隆 宮下正剛 河野通芳 柏木博之 町田達美

山﨑幸一

五反田晴夫　 森 雄二市来中 飯牟禮廣秋 大迫祥三 鹿島道朗 横道正人 市園 誠

生冠中 平松幸夫 濵田正光 山本八千福 永吉雅博 池之上良和

髙田百香里

柿元真一

串木野西中 福田惠一 中峯健一郎 池水秀行 石塚俊郎 小原 忍

串木野中 内田 誠 田渕哲郎 木之下浩一 相良一洋 四反田撮史 中村 憲

荒川小 矢野尚久 永 秀幸 中村 薫 岩井田 貢

山﨑和正

川上小 才川克典 日高昭典 谷津信一 池田伸一 北　洋昭

久保正治 中別府久人

市来小 原田 繁 武田泰丸 森藤友久 内田純隆 桃北紀和 児玉 学

川﨑 孝 久保清一

牧 健一

生
福
小

田上 忍 朝沼 浩 野村 修 木場雅子 豊永尚弘 菊谷俊一

德永寛隆

和田章一 蛭川幸一 迫 博文 谷川伸一 宮路由紀子 町田実徳

旭小 坂口照明 川畑幸英 宇都洋志 吉多津也 小山日出秋 川畑幸博 宮崎みどり

照島小 冨來秋廣 内倉昭夫 髙橋宏一 木場教弘 前田伸一 永留良隆 町田実徳

藤田柳生 西村喜一

折田興一

中川辰也
羽
島
小

坪久田和夫 梅木利弘

宇都逸郎

いいちちきき串串木木野野市市歴歴代代　　市市長長・・教教育育長長・・小小・・中中学学校校校校長長一一覧覧

清家秀樹 濵田 治

26 27 28 29 30 2 5

山下卓朗 有村 孝

常山隆治

718 19 20 21

福元
健一郎

8

中屋謙治

相良一洋

牧之瀬陽一

4 622 23 24 25

串木野小

市長 田畑誠一

小原一基 本車田省三 市原清志 永野三善 上園拓郎 藤山洋一

教育長

3
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文文化化財財等等

市来大迫家住居は、いちき串木野市湊町に所在し、大正５年
(1916)に建築され、昭和１６年(1941)には、竹田宮恒徳王殿下
もご宿泊された歴史ある建造物です。
平成30年3月27日、国登録有形文化財に指定されました。

国登録有形文化財「市来大迫家住宅」 県指定無形⺠俗文化財「ガウンガウン祭」

野元の深田神社で旧暦２月２日に開かれます。
てちょ(父親)と太郎(息子)、あばれ牛が即興の
田演劇を繰り広げます。

羽島崎神社で旧暦２月４日に行われる祭りで、豊作を祈った「太郎太郎祭」と豊漁を祈った「船持ち祝い」とで構成
された非常に珍しい祭りです。

県指定無形⺠俗文化財 「太郎太郎祭」 「船持ち祝い」

五穀豊穣と平和を祈念して踊られています。毎年、
８月下旬に川上地区の神社などで踊られます。

市指定無形⺠俗文化財 「川上踊」 市指定無形⺠俗文化財 「祇園祭」
約２００年前、湊町に八坂神社が建てられたときが
起源とされ、活発な男山と優雅な女山の山車が町中
を練り歩きます。
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